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雷撃令嬢と守りの魔術師〜研修は秘蜜の任務とともに〜







プロローグ







「あんっ……」

　声を我慢することができないばかりか、漏れ出る声は自分のものとは思えないほど甘ったるい。普段から男性と張り合って生きているレオニーは、自分の口からこんな声が発せられることが信じられなかった。

　――なんで、こんな。

　咄嗟に口元を手で覆う。

「気持ちがいいのか？」

「わ、わからない……でも、声が、あ、やっ」

「このまま続けていたら、落ち着くんじゃないか？」

　背後から抱き締められるようにして体が固定されている。背後の人物はレオニーの胸を揉みながら秘部に指を這わせてこねていた。水音が響く。

「こ、こんな状態では、ひゃっ、あっ、落ち着く、なんてっ」

「薬を抜くためだろう？」

　指先が与える刺激がいっそう強められて、レオニーはたちまちに思考が奪われた。浅い呼吸を繰り返し、状況を整理する。

　――そうだ、これは薬の影響であって……。

　体に触れさせたのは薬の影響で疼く体をどうにかしたかったからだ。対処方法がわからず、レオニーは行きずりの男に頼んで慰めてもらっているのだ。

　行きずりの男といっても、彼は襲われかけたレオニーを助けてくれた魔術師団員である。レオニーの同期かあるいは先輩に当たる人物だろう。ある意味では身元のはっきりした人物だ。だから、身を委ねる相手は誰でもよかったわけではない。

「まったく……」

　彼は小さく息を吐き出し、レオニーの耳に口元を寄せた。

「これ以上のことを君にするつもりはない。だから、俺に身を任せて快楽に呑まれてしまうといい」

　そう告げて、男はレオニーの耳に舌をゆっくりと這わせた。

「ひゃあっ……」

　続けて首を舐められると声が上がる。胸の先端を扱かれるとゾクゾクとした。

　――この感覚はなんなのだろう。

　臍の下あたりが疼く。

「君に経験がないからなのか、俺が下手なのかはわからんが、そろそろ達してほしい。過ちを起こしては、君も都合が悪かろう？」

「……過ち？」

　何を言っているのかすぐには理解できなかった。疑問を口にすると、彼の指先が秘裂をゆるゆるとなぞり、窪みの中にその先を沈めた。

「やっ」

「……狭いな」

「な、何を」

「ここに、指よりも太いものをぶちこむことになるってことだ」

　指先が出入りしている。はじめは異物感が強くて痛みもあったが、奇妙な高揚感も生じている。レオニーは状況に戸惑った。

　――この体はどうなってしまったのだろう。これも薬の効果なのか？

「あっ、んんん……」

「煽らないでくれ」

「そう言われても……あんっ、や、指は挿れないで」

「そうだな。君はこっちの感度もいいみたいだから、今日はなんとかなるだろう」

　指は引き抜かれ、秘裂の始まりにある小さな膨らみに彼の指が添えられる。クリクリと転がされると腰が跳ねた。

「や、んんっ」

「このまま続けるぞ。逃げないでくれ、レオニー」

　名を呼ばれると切なくなる。

　――この人とは今夜だけの関係なのだな……。

　名を明かすこともなく、こんな淫らな願いを誠実に叶えようとしてくれる。真面目な男だ。

　薬の影響なのか視界を奪われ、聴力も弱まっていて誰の声なのか判別できない。こんな状態じゃなければ、誰なのかわかっただろうに。

「あ、や、な、何か来そう」

　ゾクっとするものがあった。怖くなって腰を動かすと、胸を揉みしだいていた手が腰にまわされ、指先が追いかけてくる。

「集中しろ」

「や、いや、待って、あっ、ああっ」

　ビクンと強く体が震える。汗が吹き出し、呼吸が乱れた。激しい運動の後のように心臓も忙しい。

「や、ああっ」

　浅い痙攣を繰り返すレオニーの体を、男は優しく抱き締めたのちにベッドに転がした。身動きの取れないレオニーの足を掴み、左右に大きく開く。

「な、なに」

　彼の顔が秘部に近づいた。視線を感じると再び強く震えて、尻を濡らす気配がした。

「ひくひくと震えているな」

「ま、まだ処置が必要なのか？」

　やっと呼吸が落ち着いてきたが、この体勢は心許ない。膝を合わせることも叶わず、彼にされるがままだ。

「処置が必要だと俺が返したら、続けてもいいのか？」

「触るだけ、なら」

「触るだけ、ね……」

　男の指先が蜜壺に触れる。蜜をこぼすそこに指を突き立てた。

「あっ！」

　すんなりと指先は呑まれて、付け根まで蜜壺に埋まる。緩やかに指が抽挿されると、自然と腰が動いた。

「薬の効果は切れたんじゃないかと思うんだが……ずいぶんと淫らな反応をするな」

「みだら……？　は、はしたないだろうか……」

「誰にでもこういう反応をするなら、まあ、そうだな」

　そう返されて胸が痛む。反論しようとしたところで、彼の手が不意に気持ちのいい場所に触れた。言葉は瞬時に霧散する。
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「ひゃ、あ、ああっ」

「こういうことは、恋人だけにしてもらえよ」

「ああんっ」

　どこを刺激するといいのか伝わってしまったのだろう。男が丁寧にそこを擦るので、レオニーは自分の肩を両手で抱きしめて快感をやり過ごそうとした。

「レオニー……イって」

　彼の言葉に合わせて全身を快感が走り抜けた。電撃魔術を受けたような痺れが全身を駆け抜ける。

「やぁんっ！」

　一際大きな嬌声が上がり、レオニーはついに意識を飛ばしたのだった。








第１章　陰謀渦巻く入団式









　お酒は強い方だとレオニーは自認している。両親も四歳離れた兄もお酒はよく飲むほうで、レオニー自身も飲酒の許可が出るようになってからは時々楽しんでいた。自分が得意なお酒の種類、苦手なお酒の種類は把握している。様々なお酒を飲むと悪酔いすることも経験から理解している。

　だというのに。

　――さて、どうしたものかな。

　この酔い方はお酒が原因ではなさそうだ。魔術ではなく薬の類だろうと予想されたが、誰が何のために仕組んだものなのかはわからない。ただ、何かが混入しているのに気がついて、自分なら対処できると思って引き取ったまではよかったのだが、アテが外れてしまったらしかった。

　――まあ、私以外にはどうにもならなかっただろうし、このままパーティが終わるまで乗り切ればそれでいい。

　レオニーは小さく息を吐いて、周囲の状況に目を向ける。

　魔術師団入団を祝うパーティは歓談の時間を迎えていた。新入団員を先輩たちがもてなしている。これから共に切磋琢磨して技術を究めていく仲間たちだ。顔合わせをして親睦を深め、どんな人間がいるのかを把握していく。新入団員はこのパーティの後にそれぞれ決められた寄宿舎での生活が義務付けられているので、先輩たちと顔を合わせることはしばらくないのだけども、ここでの縁がその後の所属にも影響することがあるので気が抜けない。

　――お兄様に声を掛けて先に退室するかな……。

　レオニーの兄、ベレンガルは魔術師団で働いている。すでにそれなりの役職に就いており、エリートコースを順調に昇っているところだ。

　そんな彼なので、もちろんこのパーティにも参加している。新入団員への挨拶を兼ねた体験談を披露していたのはレオニーも見ていた。実に兄らしい堂々とした姿はレオニーにとってはとても誇らしく感じられたが、一方で羨ましく感じていた。自分もいつかあの場所に立ちたい、さらにその上を目指したいと密かに誓っていたのに、この様である。

　――ぐっ……お兄様には言えんな。とにかく、ここは耐えきって部屋に戻って対処を考えよう。しかし、ちょっと苦しいな……。

　真新しい魔術師団の制服は体にピッタリとしたデザインである。マントで体のラインは隠れるからシルエットとしては体格がわかりにくくなっている。レオニーは女性らしい体格が外に出ることに抵抗があったので、胸や尻が目立たないスレンダーな衣装にしてもらっていた。

　――まさかこんなところでアダになるとは……。

　あれもこれも思ったようにならず、レオニーは苛立ちそうになる自分に冷静になれと言い聞かせる。初日にこんなでは先が思いやられるではないか。

「むむ……」

　気分が悪い。体を締めつけられる刺激が気持ちが悪いと言うのが正しいだろうか。すごくむずむずして落ち着かない。レオニーはできるだけ目立たないように会場の壁側に立ち、涼しげな顔をしてやり過ごそうと努めた。

　そんなレオニーの異常に気づいたのか、集まって歓談していたグループから焦茶色の髪をした青年が近づいてくる。

「どうかしたのか？」

　離れた場所で同期たちと談笑していたはずの幼馴染、ザイフリートが声を掛けてきた。

　彼を小柄に感じてしまうのは童顔だからだろう。身長はレオニーよりも少し高いのだが、それはレオニー自身が女性にしては長身だからであって、ザイフリートが特別に小柄というわけではない。ただ彼は大きめの制服を選んだらしく、他の同期たちの格好と比べてしまうがために衣装に着られている感じがして余計に幼く見えた。

　心配そうな様子に、レオニーは首を横に振った。

「少し人あたりをしてしまったようで」

　パーティ自体がレオニーはあまり好きではない。魔術師団に入団するつもりで幼い頃から体を鍛え、勉学に励んできたために、貴族の令嬢なら誰でも参加するはずのお見合いパーティは全て欠席していた。そもそも、目の前にいる幼馴染が婚約者なので、お見合いパーティに出る必要がないのだ。

　レオニーが小声で返せば、ザイフリートは周囲をざっと見渡す。

「なるほどな。こんなに人間がいるのは珍しいか」

　ザイフリートは頷いた。レオニーの咄嗟の嘘は気づかなかったようだった。

「だから、少し休もうかと思う」

　具合が悪い。ザイフリートに声を掛けられたら、このまま我慢はできそうにないと判断する。こういう判断をすることは負けではない。適切な対応を選び取ることも、魔術師団に所属する身としては大事なことだと割り切ろう。

　ザイフリートはレオニーの目をじっと見つめた。身長差の都合で顔を向けるだけでそうなるのだが、今日は不思議と動悸が激しくなる。ザイフリートの榛色はしばみいろの瞳はいつも綺麗だ。

「……そうだな。確か休憩所があったはずだ。案内しようか？」

「場所はわかる。君は同期や先輩と親交を深めておいた方がいい」

　彼を巻き込みたくないと思った。ザイフリートも上昇志向は持っているはずで、ここでの縁は将来に関わると知っているからこそ甘えてはいられない。

「だが、汗をかいている」

　不意にザイフリートの手がレオニーの額に触れた。ゾクっとしたものを感じて、レオニーは半歩下がる。

「心配は要らない。休めば落ち着くさ」

「そうだな」

　少し寂しげにザイフリートは笑って、踵を返す。

「何かあれば、頼ってくれていいからな」

「そういう時は兄を頼るさ」

「遠慮しなくていいのに」

　そう告げながらもザイフリートは遠慮がちにひらひらと手を振って立ち去った。

　――実際は、君を頼ったようなものなんだがな。

　兄を頼ると言いつつ、小さなプライドを守るためにザイフリートを頼ったようなものなのだ。でも、彼はそんなレオニーの胸の内など知らないのだろう。

　ザイフリートが同期たちの輪に戻るのを見届けて、レオニーは休憩所を探して歩き始める。確か会場を出た離れに部屋が用意してあったはずだ。道に迷うようなら、使用人に声を掛ければなんとかなるだろう。

　会場の外に出る。季節は夏の盛りだ。日が暮れているとはいえ外気に熱は残っている。吹き抜ける風がレオニーの長いブロンドを揺らす。花や草の匂いが鼻を掠めた。

「あれ？」

　レオニーはゆっくりと周囲を見渡す。等間隔に立つ街灯には魔術による光が灯されている。月のない夜だというのに、思ったよりも明るかった。

　――ええっと、出る場所を間違えたか？

　休憩所を設けているだろう建物が見当たらない。こんなに明るいのだから、建物があれば見つけられるだろうに。

　――おとなしく引き返そう。

　情けない話だが、気分が悪いばかりに方向感覚が怪しくなっているようだ。使用人を捕まえて案内してもらうことも視野に入れよう。レオニーは会場に戻るように足を運ぶ。

　すると、会場に入る廊下で愛らしい少女に出会った。魔術師団試験のときに起きた事件で知り合った令嬢である。

　彼女もレオニーに気づいたらしく、広げていた扇子を閉じる。ふわふわのストロベリーブロンドが揺れた。

「あら、レオニー様、ごきげんよう」

「エーリカ様、ごきげんよう」

　互いに立ち止まり、挨拶を交わす。エーリカはレオニーの顔を見上げて、瞬きをした。長いまつ毛が上下に揺れる様は精巧な人形のように美しい。

「顔色が優れませんわ。休まれたほうがよろしいのでは？」

「君からもそう見えますか」

　レオニーは苦笑した。体調不良を悟られるようでは未熟だなと思いつつ、見抜かれてしまった以上は隠すものでもないと判断して頷いた。

「外の空気を吸えばラクになるかと思ったのですがねえ」

　迷子であることは隠すことにした。あまりにも情けなかったからだ。

「あたくしでよろしければ、休憩所までご一緒いたしますわ。いかがでしょう？」

　ありがたい申し出だとレオニーは思った。というのも、男性と休憩所に行くのは体面としてよろしくない。妙な噂を立てられたら今後やりにくくなる。その点、エーリカは同期の女性なので心配いらないだろう。

　レオニーは頷いた。

「それは助かる。案内していただけるだろうか」

　そう返事をすると、エーリカはとても嬉しそうに微笑んだ。

「レオニー様のお役に立てそうで嬉しく思います。さあ、どうぞこちらへ」

　彼女の案内に導かれて、レオニーは休憩所に向かうのだった。
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　どこをどう歩いているのかわからない。自分を方向音痴だと思ったことはないレオニーだったが、どうにも調子がよろしくない。

　足がふらついているのは、視界が安定しないからだとようやく思い至ったところで部屋に入った。

「レオニー様、到着しましたわ」

　手を引かれて部屋の奥に案内される。室内はうっすらと魔法の明かりが灯されているが、視界が非常に悪い。エーリカが迷わずに歩いているあたり、彼女にとっては充分な光量なのだろう。

「感謝する……どうも人あたりをしてしまったようで」

　座れる場所まで引っ張ってもらい、ゆっくりと腰を下ろした。感触からはじめは長椅子かと思ったが、敷布の様子からベッドらしいと判断する。

　――横になれるのはありがたいが、どうしてベッドが？

「いえいえ、構いませんことよ。レオニー様と二人きりになりたかったんですもの」

　聞き間違いだろうかと彼女の言葉を反芻していると、レオニーの体はエーリカによって倒された。

「あれ？」

　エーリカの手がレオニーの首元に触れる。しなやかなレオニーの髪を横に流して、マントに手が掛かった。

「体がお辛いのでしょう？　脱いだ方がよろしいですわ。お手伝いしますね」

「い、いや、君にそこまでしていただくのは……」

　何がどうなっているのだろう。止めようとしているはずなのに腕も足も力が入らない。

「あたくしはあなたと同性ですもの、気になさらないで」

「御令嬢が使用人のような真似をされるのはどうかと」

　マントが外されて、上着も前がはだけてしまった。胸元が緩められたおかげで気分の悪さは改善したが、ひんやりとした空気が別の疼きを呼び起こす。

「まあ、肌がお綺麗ですこと」

　エーリカの指先が鎖骨に触れた。その刺激で背中がゾクゾクする。

「……触らないで」

「婚約者がいらっしゃるという話でしたけど、こんなにすべすべでしたらさぞかし楽しまれるでしょうねえ」

　彼女の手が胸と下着の間に差し込まれる。肌がゾワっとした。

　――これは、違う。

　拒絶するつもりで体を捻ると、ブラウスのボタンが千切れて飛んでいくのがわかった。

「やめてくれ。服くらい自分で脱げる。君は出ていって欲しい」

「嫌よ」

　エーリカの返事は簡潔だった。レオニーの腰に跨り、身動きを封じてくる。そんなことをせずとも、レオニーはもうろくに動くことはできなかった。手足が鉛のように重い。

「うふふ。心配なさらないで。痛いことはしませんわ。そういう趣味はあたくしにはないの」

　レオニーの頬をエーリカの指先がなぞる。鳥肌が立った。

「私は休みたいんだ」

「介抱ですのよ？」

　不思議そうに首を傾げると、エーリカのふわふわのストロベリーブロンドの髪が揺れた。

「介抱なわけがないだろう。私の上から退いてくれ」

「遠慮なさらないで」

　腰のベルトが外されると、スラックスが下着ごと引き抜かれた。

「や、やめっ」

「ふふ。ずっとあなたと親密な関係になりたかったのよ。パーティにいらっしゃらないからなかなかお近づきになれなくて困っていたの」

　彼女の手が素肌に触れる。柔らかいタッチは違和感を加速させた。

「女の子どうしだから赤ちゃんはできないのよ。だから、気持ちのいいことをして楽しみましょう？　あたくしが教えて差し上げますわ」

　尻を撫でられるとゾッとした。されるがままではいけない。レオニーは魔術でエーリカを引き離そうとするも、うまく発動のイメージに結びつけることができず不発させる。

　――まずい、魔術を暴発させるのだけは避けねば。

　声は出せる。ダメ元であっても助けは求めねば。

「いやぁっ！　助けて！」

　大声で叫んだ。エーリカが一瞬怯んだが、やがて彼女が笑い出すのがわかった。

「誰も助けに来ないわよ。人払いは済ませてあるもの」

「信じるものかっ！」

「あたくしの手に堕ちてしまいなさい」

　エーリカがレオニーの顔を覗き込む。視界が安定していないのに見つめ合っているのは理解できた。頭の奥に甘い声が響く。

　――クラクラする……。

　声が出せない。口は動かしているのに。

「レオニー様。あなたはもうあたくしのものよ」

　口づけられる距離。エーリカの吐息がかかる。

　――こんなことなら、素直にザイフリートを頼ればよかった……。

　触れるか触れないかの距離がさらに縮まって――。

　突然、扉が蹴破られた。廊下の明かりが部屋に入る。レオニーの目は眩んで影さえも認識できない。

「そこまでだ！」

　誰の声なのか、声が頭の中で反響してしまってよくわからない。ただ、声の低さから男性であろうことはわかる。

　エーリカの舌打ちが部屋に響いた。

「あら、残念」

　エーリカの体重がレオニーの上から消える。それとほぼ同時に窓が開き、突風が部屋を荒らした。

「うっ」

　かろうじてレオニーは顔を覆う。やがて静まった室内にエーリカの気配が消えた。

　――いなくなった？

　体が震える。これは寒さによるものではない。

　こんなにも強く怖いと感じたのは初めてだった。自分の体のはずなのに思うように動かず、他人に好きなようにされることは恐怖なのだ。

　幼い頃から魔術の心得があり雷撃魔術を使いこなすレオニーにとって怖いものは何もないつもりで魔術師団に入団したが、まさかこんな事態に巻き込まれて思い知らされるとは。

「行ったようだな。顔は見れなかったが……」

　ふうと小さく息を吐いて、助けに来てくれた青年は告げた。

　――助けてくれたのは誰？

　薬なのか魔術の類なのかわからないが、レオニーの視界はいまだにぼんやりとしているし、声もはっきりと聞こえない。ただ、シルエットからは同期の新入団員かあるいは先輩の魔術師だろうことがわかる。着ている服は使用人たちのそれではなく、魔術師団の制服だからだ。

「俺が出て行ったら戻ってくるかもしれない。もう少し様子を見るために、俺はここに残るが――」

　そう告げて、部屋の外を確認していた青年はレオニーを振り返り、再び外に視線を向ける。

「とりあえず、服装をただしてもらえないだろうか」

　彼が視線を外したのは、レオニーの制服が乱れて豊かな胸元がこぼれていたからだろう。穿いていたスラックスも引き抜かれた状態で、下半身は何も身につけていない。

「そ、それが……視界が悪くて服が見つからないのだ」

　前をあわせて胸元は隠したが、抵抗している間にボタンが取れてしまったので元のようには戻らない。それどころか、胸を押し込んで着ていたからうまく隠せない状態だ。

「……それは面倒だな」

「探すのを手伝ってはもらえないだろうか」

　助けを求めると、青年は聞こえやすいくらいに大きなため息をついた。

「医療魔術の心得があればよかったんだが、あいにくそっちには詳しくない。自力でどうにかできないなら、俺のマントを貸す」

　衣擦れの音を聞き取る。マントを脱いでレオニーに差し出したらしいことを察した。

　――見当たらないのか……。

　部屋の明かりは充分なのだろうと思っていたがそうではなかったようだ。見える範囲にレオニーの服はないらしい。

「そ、そうか……だが、借りるのは、な……」

　内腿を擦り寄せ、レオニーはたどたどしく言葉にする。どう説明したものだろうか悩んでいると、青年が首を傾げた。

「なにか不都合が？　同じ魔術師団員だ、他人のであれ着ていても問題はないだろう？」

　やはり彼は魔術師団員らしい。だが、気にしているのはそういう部分ではない。

「よ、汚してしまいそうで」

「ん？」

「か、体が変なんだ。失禁をしたわけではないのに、尻のあたりが濡れていて……服も、その、体に触れると、くすぐったいというか、熱っぽくなるというか……」

　レオニーがもじもじしながら返すと、青年は改めて振り返った。視線を感じる。

「わ、私はどうしたのだろう……」

　病気ではないはずだ。パーティ会場で良からぬものを飲んでしまったとは認識しているが、体にこんな変化が現れるとは思っていなかった。お腹を下したり、吐いてしまったり、体が痺れて動けなくなったりという類の症状を予想していたのに、この感覚はなんなのだろう。悪いものではないような気もしてしまい、レオニーは戸惑っていた。

「……君は」

「助けてくれないだろうか」

「なら医療班に……いや、その前に」

　彼の足音が近づいてくる。ベッドが軋んで、レオニーの体が揺れた。

「やんっ……す、すまない、できれば静かに動いてもらえないか。体が反応してしまうんだ」

「これでも静かに動いているつもりだ」

　彼の声を聞くと臍の下がキュンと疼く。そんな場所が疼いたことなどなかっただけに、この反応がなんなのかわからなくてレオニーは混乱していた。

「触れるぞ」

　彼の手が頬に触れる。手袋をしていないことに驚いて、そしてその大きな手のひらの感触に胸がときめくのを感じた。

　――この手は大丈夫だ。

　さっき襲われかけたときには触れられるだけで怖かった。同性の相手だったのに、肌に触れられるだけで嫌悪した。この違いはなんだろう。

　彼の目がレオニーの目を覗いている。榛色の瞳は自分のよく知る人物と同じで、とても安心する。この人が助けに来てくれてよかったと思えた。

「……なるほど、厄介だな」

「原因がわかったのか？」

　彼の手が離れていくと寂しくなってしまう。レオニーは思わず彼の手を掴んだ。

「媚薬に、特殊な魔術で性的な興奮状態にあるようだ」

「どうすれば落ち着くんだ？」

「気をやれば、すっきりするはず」

「気をやる、とは？」

　彼が困惑していることは伝わっているのだが、どうしてそういう態度なのかがレオニーにはわからなかった。

　――性的な興奮状態を鎮める方法……そもそも、そんな状態になったことなど……。

　レオニーは首を傾げて青年を見つめる。焦点が定まらないからか、やはり彼の顔はぼやけてしまっているし、声もくぐもって聞こえるから誰の声なのかはっきりとはわからない。

「君、自分の体を慰めたことは？」

「すまない。なんのことを言っているのかわからないんだ。実践してもらえないだろうか」

「いや、俺が実践することはできない。君は女性だからな」

　女性だからという理由がわからなかった。この状態で耐えるよりは彼に手ほどきをしてもらいたいのに。

「……どういうことだ？」

「性器に触れて心地よくなる場所を刺激すると、気をやるとか達するとか呼ばれる状態になる。俺は男だから」

　男女では体のつくりが違う。彼のやり方では自分とは当てはまらないのだろうとレオニーは理解した。

「そ、そうか……だが、自分でしたこともない。どこをどうするかも……」

　眠って時間が過ぎるのを待つのも手なのかもしれないが、体が敏感になりすぎて寝ることは不可能のように思えた。座っているのも、できるだけ肌に物が触れないようにするためなのだ。横になったら悲鳴をあげてしまいかねない。

　レオニーは真剣に悩んで、ぽつりと告げる。

「君は男だからと告げたが、女性の体についての知識はあるのか？」

「それは……まあ」

　曖昧な返事。だが、少なくとも自分よりは知識がありそうだと感じられた。

「なら、診てもらえないだろうか」

「診る？」

「気をやることができるようにしてほしいのだ」

　彼のほうを見る。焦点が合わなくて見つめることができないのだけれど、訴えるなら顔を向けるべきだろう。

　青年の唾を飲む音が聞こえた気がした。

「……それは、俺じゃないほうがいいんじゃないのか？」

「医者や医療班の魔術師にしてもらうのがよいということか？　専門家に任せるべきだ、と」

「それは、そうなんだが」

「でも、君にしてほしいんだ。待ちたくない、すぐにラクになりたい……」

　どこの誰だかわからないが、魔術師団に入ることができる程度の人間なのだ。ならば、ある程度身元は保証されているし、知識も技術も肉体も一定の基準を満たしているのだろう。

　――さっき襲ってきたのは同性だったし、触れられても怖くない相手になら。医者や医療班の人間に触れられて恐怖を抱く可能性もあるんだし……。

「レオニー……」

「君には迷惑をかけて申し訳ない。だが、人助けだと思ってほしい」

　掴んでいたままの手を自身の胸に押しつけた。

「私の体に触れることを許可する。少しだけでいいんだ。付き合ってくれ」

　まともな願いじゃないことは承知しているが、誰かを呼びに一人にされるのも嫌だったし、運ばれるのも体が疼いて声をあげてしまいそうで頼むことはできない。

　なら、この衝動を解消する手っ取り早い方法を選ぶ。

「君に触れてほしいんだ」

「行きずりの相手にそんな依頼をしたら後悔するぞ」

「そうだな……君には後悔させてしまうだろう」

　胸に触れてもらった手を、ゆっくりと動かして薄い腹を、臍の上を、薄い茂みに誘って濡れた場所に導いた。

「触ってほしいんだ、濡れていることを確認してほしい」

「……触るだけでは終わらないぞ」

　はっきりと聞こえていないのに、彼の緊張が声から伝わってくる。

「ほかにどうするんだ？」

「キスをする。触れるだけじゃ終わらない」

「わかった。許可する」

　レオニーは手を離す。すると彼の指先が濡れた溝をゆるゆると擦った。

「びしょびしょだな。ぬるぬるしている」

「ん……これは変なのか？」

「どうだろうな。俺もいうほど詳しくない」

　動く指先がより敏感な場所に触れて、体が震える。声が裏返った。

「や、ん、そ、そうなのか」

「……この辺がいいのか？」

「わ、わからないんだ」

　体が疼くのも、声が出てしまうのも、経験がないからわからない。気をやるという状態も全然イメージがわかなくて、何が正しいのかもわからない。

　レオニーが首を横に振ると、彼はため息をついた。

「これは忍耐力が試されるな……」

「すまないとは思っているんだ。こんなことをするために君はここに来たわけではないのだとも、理解している」

　体に触れられると気持ちがいい。怖くない。心地がいいのだ。

　つい快感を求めて腰を動かしてしまい、彼のため息を耳元で聞かされることになった。熱がこもった吐息にも感じられて、さらに濡れる気配があった。

「助けた礼に体を開こうとしているわけじゃないことも、俺は理解しているさ」

「来たのが君でよかった」

　この人は信用できる。なんの根拠もないのだけどもそう思えるのだから不思議だ。

「まだわからないだろうが」

　彼の手が離れてしまった。まだ終わっていないのにと切なく思っていると、青年はレオニーの背後にまわった。

「な、何を？」

「こうする」

　彼の左手が胸の大きな膨らみに、右手が秘部に伸びて固定された。動けない。

「ん？」

「悶える君を直視していたら、理性が飛びかねん……密着するのは嫌か？」

　背中に触れる熱は安堵できる。レオニーは体を委ねた。

「だい、じょうぶ……」

　こうされてみれば、そんなに彼との身長差はなさそうだ。それでも男女の体格の違いなのだろう、広い肩幅であることが背後から抱きしめられるとよくわかる。

「嫌だと少しでも感じるなら意味がない。注文は声と態度で示せ」

「うん……わかった」

「指、動かすぞ」

「頼む」

　こうして、レオニーは彼が与える官能に意識を向けるのだった。
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　頭が痛い。目を開けて、レオニーはここが見知らぬ場所であることに驚く。そして自分が全裸だったことにさらに驚いた。

　――そうだ、私は。

　昨夜のことを思い出す。魔術の類なのか薬の類なのかはっきりしなかったが、自分は正常な状態ではなかったのだ。そんな状況で、助けに入ってくれた青年にとんでもないことを依頼してしまったことも思い出せた。

「……彼は」

　外の光が入るこの狭い部屋はレオニーだけらしかった。残されているものも自分のものだけで、彼に繋がるような物はなさそうだ。また、襲ってきたのがエーリカであると示すようなものも残されていなかった。

「くっ……失態だな、レオニー」

　大きく息を吐き出して反省をする。自分でどうにかできるだなんて思い上がりもいいところだ。

　迷惑をかけてしまった彼には謝りたいし事情を説明したいのだが、記憶がぼんやりしていてあの青年のことをはっきりとは覚えていないのだった。

　――私とはそんなに背丈は変わらないはずだが……座位だったし、なんとも言えないよな……。

　記憶を辿る。あの声も、大きな手のひらも、とても心地がよかったことは体が覚えている。

　――私はよくとも、彼にとって不快な記憶になっていないといいのだが。

　散らばっていた制服を身につける。ブラウスはボタンが飛んでしまっていたが、マントで隠れるのでなんとかなるだろう。魔術師団の制服にマントが義務付けられているのは、服が破れたときに隠せるからというのもあるんじゃなかろうか。

　前を隠すように部屋を出る。ここは休憩所に指定されていた場所ではあるようだ。ただ、フロアが違う気がする。慎重に階段を降りたところで、人影が過ぎった。

「レオニー？」

「ザイフリート」

「僕もいるよ、妹よ」

「お兄様」

　珍しい組み合わせだ。魔術師団の制服姿のザイフリートとベレンガルが通りがかった。

　ふと、自分とザイフリートが並んで歩いたらこういうふうに見えるのだろうかとレオニーは考える。兄のベレンガルとレオニーは背丈は違えど、顔はよく似ているのだ。兄は眼鏡をかけているが、それは女性に見られるのを防ぐためらしい。

「具合はどうなんだ？」

「もう大丈夫だ。一晩ぐっすり寝かせてもらったからな……」

　なんと言えばいいのかわからなくて、レオニーは苦笑しながらザイフリートに返した。

「顔色もよさそうだし、安心した」

「こんなに眠るとは思わなかったんだ」

「緊張していたのだろうね」

「かもしれない」

　ベレンガルがニコニコしながら補足してくれる。緊張して倒れていたということにしよう。

「――ところで、お兄様たちはどうしてこちらに？」

　予定ではそれぞれの屋敷に帰っているはずである。それなのに二人そろって歩き回っているのは不思議だ。

　レオニーが問えば、二人は顔を見合わせて苦笑した。

「お前が帰らないからどこで休んでいるのかと迎えに来たんだろうが」

「具合が悪そうだったから、休憩所にいるはずだと伝えたらこうなった」

　ベレンガルとザイフリートが応えれば、レオニーは居た堪れない気持ちになった。心配させるつもりはなかったのだ。

「ご、ごめんなさい。休憩所のベッドがあまりにも寝心地がよかったもので」

「誰かに居場所は伝えるべきだ。心配するだろう？」

「反省してます……。ですが、お兄様。私、ここまでエーリカ嬢に案内していただいたのです。彼女から上官に連絡がいっているんじゃないかと思うのですけど」

　そう返せば、彼は首を傾げた。

「そんな情報は入っていないな」

「そうですか……」

　あんなことがあったから、報告義務を怠ったのだろうか。レオニーは唸る。

「とにかく、ここで会えて探す手間が省けた。ザイフリート、君はレオニーを屋敷に連れ帰ってくれ。僕はこのまま任務に行く」

「……わかりました」

　ザイフリートの返事はなぜか困惑気味だ。じっとベレンガルを見つめたのちに、レオニーを見てにこりと笑む。

「行くぞ、レオニー」

「……はい」

　できれば兄の仕事ぶりを近くで見たいものだったが、まずは破れたブラウスをどうにかしないといけない。悔しいがここは兄に従っておこうと身を引くことにした。

「寄り道はせず、真っ直ぐに帰るんだよ」

　ベレンガルはひらひらと手を振ってレオニーたちを見送ると、すぐに立ち去った。

　レオニーはパーティ会場だったホールを抜けて外に出た。太陽の位置からしてまだ朝と言える時間帯だ。仕事に行くとベレンガルは言っていたが、いささか早過ぎはしないだろうか。

「――ところでザイフリート。何かあったのか？」

　建物内を歩いていた人間に使用人の姿がないことに気がついていた。早朝であれば支度や掃除で使用人たちがいてもいいだろうに、すれ違う人間は魔術師団員ばかりである。異質だろう。

　レオニーが問えば、ザイフリートは咳払いをした。

「ん？」

「失せ物探しらしい。俺たちには関係ないものだ」

「へえ……」

　何がなくなって探しているのかについてザイフリートは語らなかったが、それは彼自身がそもそも知らないからなのか、レオニーには言えない何かだからなのかはわからなかった。

「ベレンガル様は緊急招集がかかってこちらに赴いたが、ついでにレオニーを拾っておこうと俺を連れてきたってわけだ」

「手を煩わせてしまってすまない……」

　速足で移動しながら、レオニーはマントが大きく開かないように押さえる。不自然だったのか、ザイフリートはレオニーの手元を見て首を傾げた。

「君らしくないな。怪我でもしているのか？」

「怪我はないが、なぜ？」

「マントを気にしているだろう？　何か見られたくないものでも隠しているんじゃないかと」

「別に私は上層部が探している失せ物とやらを隠し持っていたりはしないぞ」

　咄嗟に返せば、ザイフリートはぷっと吹き出して笑った。

「そんな心配はしちゃいないよ」

「そういう話の流れだったじゃないか」

「そうか？」

　ザイフリートはまだ笑っている。レオニーは頬を膨らませた。

「元気そうで安心した。おおかた、胸が窮屈で崩して着ているとかだろう？」

　冗談めかして尋ねてくるザイフリートをレオニーはひと睨みした。

「む、胸は苦しくなるほど大きくはない」

「だが、鍛えたら大きくなるものなのだろう？　伯父上が鍛えすぎて制服を破ってしまったって笑い話をよく振ってくるから、そういうものかと」

　ザイフリートの言う伯父上とは、魔術師団を率いるダヴィッド・シュヴァルツシルトのことだ。魔術を究める一方で体術にも精通している、筋骨隆々の大男である。

　――確かにあの胸筋は収めるのが難しいだろうな……。

　レオニーは苦笑した。

「ダヴィッド様は規格外だから、私と並べるのは気が引ける」

「気が引けるも何も、レオニーは可愛がってもらっていただろう？」

「昔の話だ。魔術師団に入団した今となっては、気安く話題にもできないおかただ」

「君ならすぐに近づけるさ」

　そう言って笑うザイフリートの表情は少し暗い。

「ザイフリートだって出世するつもりでいるんだろう？　共に励もう」

「……そうだな。寄宿舎は別々だろうが、また会えるのを楽しみにしているよ」

　――寄宿舎。

　レオニーははっとする。ザイフリートと別々の寄宿舎で生活することになっているのは了承済みであったが、聞いている話ではエーリカと同じ寄宿舎で二年間の生活を強いられることになる。ライバル心から兄のベレンガルが生活していた寄宿舎に所属したいと告げて却下されていたが、ここはもう一度申請するのも手かもしれない。

「レオニー？」

　考え事をして黙りこくってしまったからだろう、ザイフリートがレオニーの顔を覗き込む。至近距離に顔があって驚いたが、レオニーは悲鳴を堪えた。

「近いぞ」

「なんか企んでいるだろう？」

「考え事をしていただけだ。企みなんて」

　目を覗かれると心まで見透かされてしまいそうで、レオニーは顔を背けた。

「余計なことはしないほうがいい。これからは集団で活動をするのだから、なおさらな」

「保守的な考えは向上心の妨げになるぞ」

「ベレンガル様のようなことを言うなよ」

　バツが悪い顔をして、ザイフリートは歩き出す。

「あいにく、私も兄と同意見ということだ」

「それはそれとして、問題を起こしてくれるなよ。入団したってことは、成人としての振る舞いを求められるものなんだぞ」

「約束しかねるなあ」

「あんたら兄妹は……」

　大きくため息をつくザイフリートと並んで、レオニーは歩みをさらに早めるのだった。
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　その日、ベレンガルが帰宅したのは夕食の時間を大きく過ぎた後だった。

「お兄様、話があるのですが」

「なんだ？」

　部屋に入る許可を得て、レオニーはベレンガルと対峙した。

「研修中の寮について、便宜をはかっていただけないものかと相談したいのです」

「その件は前に却下されていたよね。対抗心で寮は選べないと諭したはずだ」

　ベレンガルの回答は正論である。

　だがここで引き下がるレオニーではなかった。

「それは承知しております」

「ならば、この話はおしまいだ」

「私はお兄様の邪魔をしたくて相談に参ったわけではありません」

「ふむ」

　話を続けるように促されたので、レオニーは唾をごくりと飲み込んで言葉を続ける。

「エーリカ嬢と同じ寄宿舎になりたくないんです。彼女と別の寮であれば、どこでもいい」

　はっきりと伝えれば、ベレンガルは怪訝そうな顔をして眼鏡に触れた。

「それはまた……。彼女とお前は、魔術の方向は違えど、同等程度の力量を持つ者同士だ。共に学べばさらに技術を伸ばすことができるだろうに」

「それは……そうかもしれないのですが、彼女とは、ちょっと」

　彼女に押し倒されたことを思い出すと肌がゾワゾワする。自分の腕をさすると、ベレンガルはその動作をじっと見つめ、小さく息を吐く。

「大枠は決まっているとはいえ、まだ調整期間ではある。昨夜は裏で色々あってな、寄宿舎のメンバーを入れ替える話が出ていたところだ。それとなく伝えておくとしよう。面談の呼び出しには応じるように」

「ありがとうございます」

　――裏で色々とは……？

　引っかかる物言いであるが、聞いたところで彼は何も教えてはくれないだろう。レオニーは感謝の気持ちを込めてにこりと笑った。

「お兄様に相談してよかった」

「どこまで手を打てるかはわからないから、あまり期待してくれるなよ」

「わかっていますよ。お兄様ほどの天才でエリートコースまっしぐらな者であれ、強い権限は持てないでしょうし」

「……強い権限、か」

　何か思うところがあったようで、ベレンガルは腕を組んで天井を見上げた。ランプの光で影がゆらゆら揺れる。

「お仕事、お忙しそうですね」

「忙しいというよりも厄介なことになっていてな」

「というと？」

「可愛い妹が巻き込まれないでいてほしいと願う程度の任務だよ」

　そうはぐらかして、ベレンガルは笑って見せた。

　――お兄様はいつもそうだ！

　レオニーは頬を膨らませる。ベレンガルの眉尻が下がった。

「そう膨れるな。魔術師団には守秘義務がある」

「私も、まだ研修生ではありますが、魔術師団員になったのですが」

「なら、なおさらだな。任務によってチームを組むことになるが、別のチームには任務の詳細は語らないものだ。だから、お前も僕のところまで来ればいい」

　期待の込められた視線を感じて、それが本心であるとレオニーは受け取った。だが、そう感じただけに悔しかった。

「二年間はお預けってことですか……」

　レオニーが拗ねると、ベレンガルは軽快に笑った。

「はは。そうなるな。お前が追いつこうと励んでいる間にも僕はもっと上にいくだろうが、諦めなければ、きっとな」

「私だって、追いつくために待っていてほしいだなんて言いません。お好きなだけ先にお進みください。その方が張り合いがあるというもの」

　ムキになってレオニーが返せば、ベレンガルは涼しげに笑った。

「ふふ、その心意気も上に伝えておくよ。まだ本調子ではないのだろう？　早く休みなさい」

「お兄様も、ご無理をなさらぬよう」

　気遣われてしまった。兄は少し過保護の気配があるとレオニーは評している。それゆえに、彼が危険だと判断すればレオニーは遠ざけられてしまう。レオニーの魔術師団入りについて難色を示さなかったことは少し意外ではあったが、先に魔術師団員として出世していく後ろ姿を見ているとなんらかの方策があるから反対しなかったのだと察せられた。

　レオニーはベレンガルの私室を出ると真っ直ぐに自分の部屋を目指すのだった。
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　ことは入団式の半年前に遡る。

　魔術師団への志願者を集めて入団試験が行われたのは、例年通りに花が咲き始める冬の終わりだった。







　王都から少し離れた土地にある魔術師団管理下の演習場。そこが試験会場だ。

　適度に視界を遮る森に囲まれた大きい広場は試験のために清められていたはずだが、ひとりの受験生が立つなり様子が激変した。生温い風が抜けたかと思えば、若葉が目立ち始めた草原が枯れ出したのだ。

「まずい」

　異変はそれだけにとどまらない。

　周囲がざわつく。魔力汚染だ。変質した魔力によって居合わせた受験生たちにも影響が出始めた。

「退避準備！」

　試験官の一人が号令をかける。

　入団試験で魔力暴走を引き起こすことは想定されている事態である。

　レオニーの兄ベレンガルが試験を受けたときも魔力暴走は発生し、試験官たちが適切に対応したと聞かされている。

　――しかし、これは。

　レオニーは目をみはった。

　砂煙が舞い上がり、小規模な爆発が相次いでいる。空気が淀み、周辺の魔力汚染が進む。あちこちで聞こえていた悲鳴は落ち着きつつあるものの、避難誘導の案内や移動による多数の足音や衣擦れで騒がしい。

　屋外である試験会場は恐慌状態。収拾のために駆けつけた試験官たちの手に負えず、避難誘導がなんとかできているといった様子である。

「私が代わろう」

　暴走状態に陥った少女の魔術で吹き飛ばされてきた試験官を救護班に預け、レオニーは構えを取る。

「君は……ああ、いやしかし、受験生は下がってなさい」

「案ずるな。気絶させるだけなら、私の魔術は役立つはずだ」

　相手の能力を測るために雷撃を放つ。感電させて意識を奪う程度に調整しているのだが、相手の結界に阻まれた。

「ふむ。直接叩き込むのが良さそうか」

　ベレンガルとともに狩りに出てきた経験が活きる場面だろう。暴漢から令嬢を救い出すときにもこの魔術は役に立った。使い慣れた魔術なら出力を誤ることはない。

「レオニー嬢、無茶だ。まもなく魔術師団が鎮めにくる。それまで待てばいい」

「そんな悠長なことは言ってられない。このまま暴走を続けて魔力が枯渇すれば人命に関わるんだぞ」

　周囲を確認。概ね避難は完了している。レオニーの指示通りに誘導できたようだ。

「あなたたちも下がるか結界の準備を」

　指示を出し、レオニーは自身に強化系の魔術を使用する。大地を蹴り、大きく跳躍した。

　空を舞うのは好きだ。風向きが変わったことを察知すると、自身に風の結界を纏わせる。

　標的に接近。彼女の纏っていた結界をレオニーの結界で相殺し、素早く背後を取る。彼女の背中に手を当てると魔術を発動させた。

「がぁっ！」

　鈍い悲鳴が上がる。彼女の身体が前傾に倒れ込むのを、レオニーは片腕で支えた。こういうとき、自分が長身でよかったと思う。

　魔力暴走が止まった。空気が清浄化する。

　――エーリカ・ヒンメル、か。魔力が暴走するような傾向はないという診断だったと思うのだが。

　入団試験の実技試験の前には適正試験が行われる。どういった魔術を扱いやすいか、影響を受けやすいかの試験をして、実技試験で暴走が起きてもすぐに対応できるように策を練るのだと聞いていた。

　――とりあえず、危険は去ったかな。

　状況を把握するなり、レオニーは周囲から称賛の拍手を浴びることとなった。

「彼女の手当を」

　同じ歳の少女の体を横抱きにすると、救護班に託す。

　こうして、レオニーは波乱の入団試験を終えたのだった。
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　ついに入寮日がきた。

　決められた部屋の鍵を錠に差し込み、慎重に回す。扉を開けて中に入れば、部屋で勉学に励んでいた彼はこちらを向いた。見知った顔にレオニーは安堵した。

「やあ、ザイフリート。君と同室で嬉しいよ」

　焦茶色の短髪は清潔感がある。榛色の瞳が大きく見開かれた。少し大きめに作られた魔術師団の制服は、最後にパーティで会ったときよりも余裕がなくなっている気がする。

　――待機期間中に鍛えたのかな？

　あれからちょうどひと月が経過したから、筋肉量が増したのかもしれない。

　レオニーはザイフリートに片手を上げて挨拶をした。

「本当に編入して来るとはな……」

　あからさまに大きなため息を吐かれてしまった。ザイフリートは嬉しくないようだ。

「仕方がないだろう？　私が問題を起こしたわけじゃないし、これが最善なんだから」

「はあ……」

　ザイフリートは頭を掻きながら憂鬱そうな顔をした。部屋を移動してもらう際に話は聞いていたのだろう。

　レオニーがザイフリートが所属する寄宿舎に編入することになったのは、学友たちが色めきだってしまったからだった。実技の邪魔になるからとバッサリと髪を切ってしまったこともよろしくなかったらしい。

　女性の研修生しかいない寄宿舎で、レオニーは意図せず目立ってしまったのだ。

　もともと、入団試験での活躍により男女ともにレオニーの名は知れ渡っていた。あのときレオニーはレオニーの判断で前に立ち、受験生たちを守り、試験官たちの指揮をとった。のちに表彰されるなどして正当な評価を得ることができたが、その件で英雄扱いを受けたりやっかみの視線を向けられたりと厄介なことになっている。

　だが問題は、研修生たちによる行き過ぎた接触だ。レオニー自身に興味を示すだけでなく、有名人でもある兄のベレンガルに近づきたいとあの手この手で誘惑するようになってしまった。これでは風紀が乱れて研修どころではないとして、レオニーが寄宿舎を出ることになったのだった。

　――一人でそれぞれの対処ができていれば、ひと月での編入とはならなかっただろうが……私としても都合がいいからな。

「ざっくりと話は聞いているが、なにもここである必要はないだろ。令嬢が不埒なことを考えて襲ってこないようにこっちに来たということだったが、ここだって安全じゃない。まだ間に合う、考え直せ」

　彼らしい正論ではある。

「女人禁制ではないはずだが？」

　寄宿舎の長い歴史を見れば、この寮は男女ともに所属できることがわかる。ただ、この寮で生活する魔術師たちは攻撃重視型であり、そういった能力に秀でているものは総じて男性であることから事実上男性寮のようになっている。

　設備自体も男女それぞれ用意されていたが、長年男性ばかりが利用していたためそのほとんどが男性専用に作り替えられていることもレオニーは確認していた。

「レオニーの指摘は間違いじゃない。この寮で働く使用人には女性も多くいるからな」

「なら問題はあるまい」

　部屋の調度品をざっと見て、レオニーは自分の荷物の仕分けを始める。

　ザイフリートがレオニーの手を掴んだ。

「問題はあるだろうが」

「なんだ？　君が私に手を出すとでも？」

「出さない」

　レオニーが冗談めかして告げれば、冷たい声で即答された。

　――拒絶みたいな言い方をしなくたっていいのに。

　生真面目な彼だ、手は出さないという宣言はレオニーの想像したとおりではある。だが、もう少し照れたり葛藤したりはしないものか。

　面白くなくて、レオニーは肩越しにザイフリートを見やった。

「私と君は婚約者なんだ、それらしいことをしても怒られはしないと思うが」

「……君は性的接触を期待して俺の部屋に潜り込んだのか？」

　眉根を寄せてすごく嫌そうな顔をされた。ここまであからさまに嫌悪感を示されると胸が痛い。レオニーは首を横に振った。

「……ザイフリート。君をからかって悪かった。私は君とともに学びたかっただけなんだ」

「それは方便だろ？　レオニーはベレンガル様に勝ちたいだけだ」

「違う。それもあるが、ザイフリートの活躍をそばで見たいと思ったから、同室がいいとごねたんだ。せっかく同時期にこうして入団が決まったわけだし、私の将来の旦那の力量を測るいい機会だろう？」

「俺には迷惑なんだ」

　そう返したザイフリートはすごく不満そうな顔をしている。

「なんだなんだ。私と互角の魔術師の素質を持つのだ、胸を張っていればいいじゃないか」

「目立ちたくないんだよ」

「シュヴァルツシルトの名を聞けば、いやでも伯父上の顔が浮かぶだろう？」

　ザイフリートの伯父ダヴィッドは魔術師団のトップとしてだけでなく、最強の盾の魔術師としても名を馳せている。国の安全を守る防御の要だ。伯父の血縁者として魔術師特性を期待されるのは当然だ。

「俺の父はそこまでじゃない。一般公務員だし」

「伯父上に期待されているのに」

　ザイフリート自身が魔術師として優秀な才能を持つことは、幼い頃からともに学んできたことからよくわかっている。レオニーとは得意な魔術の方向が違うものの、かなりの練度で魔術を扱えるのを見てきた。間違いなく国を背負う魔術師になることだろう。

　目立つことが得意ではないことは察してはいるのだが、懸命に避けようとする理由がレオニーにはわからない。

　ザイフリートの立てた人差し指がレオニーの鼻に触れた。

「そういう君だって、グリーク家の者だと知れたらそういう目で見られるだろう？　ベレンガル・グリークの名は魔術師団始まって以来の天才だと言われているわけで」

「そんなことは百も承知だ。それがなんだという。――ああそうだった。私は君の庇護を期待してここにいるわけではない。自分の身は自分で守るようにするから安心していい」

「俺が君を襲うことは考えないのか？」

「さっき即答したではないか。手は出さない、と」

　嘘ではあるまい。ザイフリートがどう思っているのかは不明だが、彼はレオニーを襲ったりしないだろう。同性と同じように接するに違いない――これまでそうだったように。

「信用しているんだな」

「そもそも君は昔から私に興味がないじゃないか」

「どうかな。魔がさすかもしれないだろう？」

「あり得ないな」

　これまでの経験上、力量ではレオニーのほうが上だ。負ける気がしない。

　レオニーが笑うと、彼は急に立ち上がって前に回り込んだ。不意をついて肩を押され、レオニーの目は天井を映す。まもなくザイフリートの顔が遮った。

　ザイフリートは笑う。

「気が緩みすぎじゃないか？」

「忠告のための行動であって、その気なんてないじゃないか」

「煽るなよ。俺の気なんて知らないくせに」

　ザイフリートの手が伸びてくる。頬に触れて、シーツの上に広がった金髪を掴んだ。

「君の長い髪が好きだったんだがな……」

「そういうことは早く言えよ。切らない方法も考えたのに」

　長い髪を好いていたとは考えていなかった。髪を誉めてくれたことなど一度もなかったではないかとレオニーは思い返す。

「これはこれで似合っているから、なんか悔しい。男前が増したというか」

「男子寮にいても馴染むだろう？」

「そうだな」

　ザイフリートの手が髪から離れ、肩から胸へと移動する。あまりにも流れるように動くので警戒していなかった。

「ザイフリート」

　ザイフリートの手を掴んで止めようとしたが、胸の膨らみを横からそっと持ち上げられてしまった。

「やっぱり、もう少し余裕のある制服にしたほうがいいんじゃないか？」

「目立ってしまうだろうが。ちょ、待て……」

「また苦しくなるだろ？」

「も、揉むなっ」

　大声で叫んで誰かを呼んでもいいのだが、そうなるとここを出なくてはいけなくなる。レオニーは小声で抗議した。試験のときのような騒ぎにはしたくない。

　ザイフリートは胸を揉みながらレオニーを見下ろして熱っぽく笑う。

「目立たないようにという配慮は賢明だが、よく考えろ。ここは男ばかりの場所なんだ。一対一なら君は負けないだろうが、集団で狩りを挑まれたらどうにもならない」

「わ、わかった。だから、手を……んっ」

　ザイフリートの指先が勃ちはじめた胸の先に触れる。服越しの刺激に甘い声が漏れて、レオニーは慌てて口を塞いだ。

「感じるのか？」

「やめてほしい」

「わかりやすく抵抗すればいいのに」

「だ、だって。ザイフリート、私に触れて楽しそうなんだもの。そういう顔されたら、私」

　ザイフリートを婚約者だと紹介されたのは十年前だ。婚約がどういうものなのかさっぱり理解できていなかった頃からの付き合いである。

　シュヴァルツシルト家とグリーク家は魔術師一族としてその名を馳せている。

　彼の伯父は結婚をせず私生児もいないため、弟夫婦の嫡男であるザイフリートに期待が集まっており、産まれてすぐから様々な縁談が舞い込んだという。その中で、もともと交友があったグリーク家の長女たるレオニーを嫁に選んだそうだ。同じ歳で同程度の魔術師特性があるので、競わせるにもちょうど良かろうと。この婚約にはお互いの家にとってメリットがあったのだ。

　一方で当人たちは、別にそんなことはどうでも良かったので、仲のいいお友達でありライバルだと認識していた。王都で生活するときは一緒に学び、魔術の稽古に励む日々。それはとても充実した日々だった。

　つまり、レオニーにとってもザイフリートにとっても、同性の友人くらいの認識――そう思っていたのに。

「ん……私、どうしたらいいのかわからない」

　気持ちがいい。もっと触れてほしい、なんなら直に触ってほしいとさえ考えてしまう。ザイフリートが望むなら、このまま続けてもいいと思えた。

　ザイフリートは小さく息を吐いた。

「……恋人の真似事をするなら、勉強が必要だな。君を傷つけるようなことはしたくない」

　彼の手が離れていく。やめてと告げたのはレオニーのほうなのに、惜しく思えてしまうのが嫌だ。

「わ、私なら平気だ」

「平気なものか」

　急に顔が近づいてきたと思ったら、唇が重なった。ペロッと唇を舐められるとゾクゾクする。

「雌の顔、してるぞ。他の男の前ではするなよ」

　そういうザイフリートだって雄の顔をしているじゃないか、と思ったが何も言わずに横を向いた。降参である。

「寝る前には侵入を防ぐ術を部屋にかけることにするからな。夜這いされるのは俺も迷惑だ」

　ザイフリートはレオニーのベッドを離れて自分のベッドに戻る。勉強の続きをするようだ。

「わ、私が夜這いを仕掛けるかもしれないぞ」

「それ、どういう意味だよ」

　呆れられると思って言ったのに、ザイフリートは挑戦を受けてたつという顔をしていた。

「そのままの意味だが」

「眠れないときは添い寝くらいしてやるよ」

　余裕の様子だ。なんか悔しい。さっき押し倒されたことで、どちらが上なのか決着してしまったようだ。

　――こんなはずでは。

「そういえば」

「なんだ？」

「入浴は部屋ごとだったはずだが、一緒に入るのか？」

　ザイフリートの素朴な問い。レオニーは首を傾げた。

「そうだが？」

　風呂に入らないという選択はない。一日のスケジュールを思い返してみるに、交互に入るには時間がないのだった。

「ふぅん」

「ニヤニヤするな、いやらしい」

「ニヤニヤはしていない。いやらしいのは君だろ」

「そういうザイフリートは鍛えているのか？」

　レオニーは話題をずらすことにする。前に会ったときと比べて成長していると感じられたのだが、実際のところはどうなのだろう。

　するとザイフリートは胸を張った。

「まあな。あんまり体が貧相だと伯父上の話題を引き合いに出して侮られるし。興味があるなら風呂のときにじっくり見ろよ。無理矢理触った詫びで、いくらでも好きにしていいぞ」

　思わぬ返しに、どうしたらいいのかわからない。

「わ、私を試しているのか？」

「ふっ。そうかもしれないな」

　そう言って笑うザイフリートには色香が漂っていて、レオニーはドキドキしてしまった。
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　ザイフリートのいる寄宿舎に編入するのには、上官からの条件があった。

　それは、レオニーが女性であるとはいえ、それを考慮した特別扱いはしないというものだ。それは排泄や入浴等を含め、男女の差を考慮しないという意味である。

　レオニーはベレンガルへの対抗心からその条件をのむことにした。同じ条件で研修に励むことで、兄よりも優秀であることを示したいと願ったからだ。

　だが、浴室にザイフリートとやってきたとき、それがどういう意味なのかを実感することになろうとはレオニーは思いもしなかった。

「……思っていたよりも浴室は狭いのだな」

　編入するにあたり予め寄宿舎の間取りは見せてもらっていたが、実際に浴室に向かうとその狭さに驚いた。物置きの代わりにもなっているらしく、棚には掃除道具が押し込められており、入浴に不要なものが散乱している。なので、実際に使える場所は大人二人分あるかないかの面積だ。

　設備として湯船はあるが、足を伸ばすことは諦めたほうがいい程度に狭い。洗い場についても大男が二人も並んだらぶつかってしまうんじゃないかという広さしか確保されていない。お湯で体を流していたら、一緒に入浴している相手にもかかってしまうだろう。

　レオニーが前に所属していた寄宿舎の浴室とは大違いだ。

　不満げに言葉を漏らせば、ザイフリートは忘れ物がないかを確認しながら言葉を返す。

「そうか？　男二人で使うよりは君と一緒のほうが広く使えて都合がいいくらいなんだが」

「私が来るまでは一人で使っていたんだろう？」

　寄宿舎生活では集団行動を身につけるために複数人で部屋を使うことになっているのだが、ザイフリートは魔術特性の都合で一人で部屋を使っていたのだとレオニーは聞いている。入浴は部屋ごとなので、当然一人で入浴していたのだろうと考えたのだが、ザイフリートは首を横に振った。

「いや、ほかの連中に混ぜてもらっていた。お湯がもったいないだろ？」

「そういうものか？」

　荷物を棚に置いて、ザイフリートは制服を脱ぎ始めた。レオニーを前にしても迷いがない。

「任務に当たるようになったら、短時間で入浴を済ませる必要がある。そういう訓練だと思って、俺は風呂を使っている」

「真面目だな……」

　短時間で入浴を済ませる必要があることについては理解できる。この寄宿舎に集められた者たちは最前線での戦闘を担う人材が多い。担当する任務の内容によっては身を清めるのに悠長なことをしているわけにはいかないだろう。

　だが、入浴時間をそういう視点で考えているのは少数派のような気がする。レオニーがあきれると、ザイフリートは服を畳みながら肩をすくめた。

「寄宿舎で研修をするってそういうものだろ。なんだ、女子の多いところは優雅に入浴を楽しんでいたのか？」

「ここと比べたら、な。おそらく、彼女たちの勤務地は後方支援が主だから、ゆったりできる癒しの環境を作る意識を鍛えているんじゃないか？」

「なるほど、それはあり得るな」

　ザイフリートは全裸になると、レオニーを見やる。

「あまり時間をかけると次のヤツが入ってくるぞ」

「わ、わかってるさ」

　指摘を受けてハッとする。ザイフリートのように潔く服を脱ぐのを躊躇ってしまった。身を清めるのには全裸になる必要があるというのに。

　――湯浴み着を用意して……いや、特別扱いはしない約束だったな。ザイフリートを同じ部屋にしてもらえたことが最大限の譲歩のはず……。

　もたもたしていると、ザイフリートが揶揄うように笑った。

「さっきは豪語していたのに、今さら意識してるのか？」

「意識など……」

　そう返してレオニーも勢いで制服を脱ぐ。体にぴったりとしていた服を脱げば、ずいぶんと楽になった。豊かな胸が揺れる。

「……制服、作り直したほうがいいんじゃないか？　キツく絞るよりもきちんと体に合わせた服のほうが、むしろ体型が隠せるだろ」

「あまりまじまじと見ないでくれ」

「性的な目で見ているつもりはないんだが」

「む……」

　確かに、ザイフリートの口調からしても身体測定をしているようなテンションである。下心なら、前の寄宿舎にいた同性たちのほうがよほどキツかった。

　自分が意識しすぎているのだと自覚して、レオニーは入浴に意識を向けることにする。早く身を清めて浴室を出よう。

「レオニーって、昔っからお転婆なところがあるから傷だらけかと思っていたんだが、肌は綺麗なんだな」

「なっ、それは性的な発言だと見做すぞ」

　作業に専念しようと誓っているところになんてことを言うのだ。突き放すようにレオニーが言えば、ザイフリートはとぼけたような顔をした。

「ん？　そういうつもりで言ったぞ」

「はいっ？」

「その肌に口づけられたら気持ちがいいだろうな、なんてな」

　体が熱い。レオニーは赤く染まった肌を洗い流す。

「からかわないでくれ」

「本気だったら、触らせてくれるのか？」

「ほ、本気なのか？」

「いや」

　ザイフリートは首を横に振った。バツが悪そうな顔をして、レオニーを見る。

「さっきの続きができたらと……ちょっと思っただけだ」

　忘れてほしいと続きそうな言葉の真意を知りたくて、レオニーは思わず彼の股間に目を向ける。自分にはない器官が自己主張をしているのが目に入った。

「君は正直だな」

「どこを見て言ってる？」

「あ、いや、すまない……」

　じっと見るような場所ではないのは確かである。指摘されてレオニーは慌てて視線を外した。

「レオニーになら、見られてもいいし触ってくれていいとも思っているつもりだったが……まあ、気まずいな」

「……意識させるようなことは言わないでほしい」

「だな。そろそろ次のやつらに場所を空けてやらないと」

「もうそんな時間か」

　体を清めることはできたが、温まることはできなかった。想定していたよりも忙しいようだ。

「さ、出るぞ」

「ま、待ってくれ」

　急に体の向きを変えたので足が滑ってしまい、ザイフリートにぶつかる。

「レオニー」

「す、すまない……」

「君は」

　抱き止めたザイフリートの大きな手がレオニーの腰を撫でる。

「あのっ」

「わざとこういうことをするなら、俺はそれなりに応じるぞ？」

　尻を撫でたかと思えば、その指先が際どいところを掠める。ぞくっとした。

「わざとではないのだ……その、慣れないから」

「慣れないことを理由にするなら、もっと注意深く行動をするべきだ」

「やっ」

　背後から股間に手が差し込まれた。体を離そうにもうまく動かせない。

　指先が秘裂をなぞった。濡れている。それが水でないことは明白だ。

「へえ……そういう気分なのか？」

「耳元で囁かないでくれ」

「大きな声を出したら、次の連中に聞かれるぞ」

「んっ……」

　我慢をしないといけない。早く手を退けてほしい気持ちと、もっと触ってほしい気持ちがせめぎ合っている。つい焦れて腰を動かしてしまった。
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「こら」

「つ、続けてほしいんだ」

「……はあ」

　大きなため息ののち、彼の手が離れて解放された。

「ザイフリート」

「早く部屋に戻ろう」

　脱衣所に戻り、ザイフリートはすぐに着替え始める。

「だけど」

「素っ裸のまま外に追い出されたいのか？」

「……わかった」

　手を出さないと言いながら触れてくるのは何故なのだろう。レオニーは回らない頭でいろいろ考えながら、制服に腕を通すのだった。
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　夜。

　部屋の端に置かれたベッドで横になる。反対側の壁にはザイフリートがいる。彼は消灯時間が来るまで勉強をして、明かりを消すなりすぐに寝てしまった。

　――別に、研修でここにいるわけだから、な……。

　彼なりの配慮なのかもしれない。

　入浴後も何もなく、夕食を終えて自習時間が過ぎ、消灯。ごくありがちな研修生活である。

　――性的接触を期待して同室になったわけではないが……むむ……。

　部屋で顔を合わせたときは軽蔑されたのかと思ったが、あれは照れ隠しのようなものだったのだろうか。

　――ザイフリートのことがわからない。

　レオニーはため息をついた。

　ザイフリートのことを思うと体が焦れて寝付けない。構ってほしいと告げるのは憚られる気がして、レオニーは自身の秘部に指を這わせる。

　――濡れてる……。

　エーリカに襲われかけて、溜まった熱を解放するために助けに入ってくれた青年に体を委ねた。あの日からたびたび自身の体を慰めている。彼が何者だったのかを思い出すためにしているつもりだが、今日はそうではなかった。

「ん……」

　触れていると気持ちがいい。自分のペースでするのもいいのだけども、あの手のほうがよかった。

　そして、入浴のときのザイフリートの手。

　おぼつかない動きが、予想を裏切ってかえって興奮した。もっと乱れてしまいたい衝動が湧いて、あのまま続けられたらよかったのにと残念に思った。

　――私はどうしてしまったのだろうか。

　みだりに他人に体を委ねるのはよろしくないことだ。着替えを手伝う程度なら許されるが、自分でさえわからない器官に触れることを許すなんていけないことである。

　――あのときの青年がザイフリートだったら……いや、同一人物だったとしても、ザイフリートを誘惑するのは違うぞ、私。

　レオニーは自分を慰めて、ようやく眠りについた。
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　秋のはじめであるためか、陽射しは強いが風は冷たい。実技演習で広場に並んでいたレオニーは立ちくらみを起こして膝をついた。

「――顔色が悪いな」

　ザイフリートが顔を覗き込む。レオニーは苦笑した。

「病気ではないんだ」

　下腹部に痛みを感じる。実技演習は休んだほうが良さそうだ。

「だが、念のために医務室に行ってくる」

「付き添いはいるか？」

「一人で大丈夫だ」

　ザイフリートに甘えてはいられない。レオニーは申し出を断って医務室に急いだ。







「――おや、どうかしたのかな？」

「それはこちらの台詞だと思いますが、お兄様」

　医務室に立ち寄って演習場に戻ろうとしていたレオニーは、管理人室から出てきたベレンガルとばったり出会した。

「うん？　僕は成績表を受け取りに来たんだよ。成績優秀者を引き抜くためにね」

　そう返して、持っている鞄を見せつけてくる。寄宿舎での研修が始まってもうすぐ三ヶ月になるが、進路の振り分けは既に始まっているということだ。

「そんなお仕事もされているんですか」

「レオニーは？」

「月のものが少々重くて……」

　貧血と腹痛は月経によるもので間違いない。普段から薬で調整していたのだが、環境が変わったせいで効き目が弱まったらしかった。

「そういう配慮は女子が多い寄宿舎のほうが都合がいいだろう？」

「そう思いますが、私は最前線での戦闘が向いている魔術師です。こういう現場に慣れておくのも大事かと」

「はは。ザイフリートに影響されたかな？　いい心がけだ」

　そう返して、ベレンガルはレオニーの頭を撫でた。

「お兄様、そういうのは」

「可愛い妹と気軽に会えないのは寂しくてね」

「研修前からそんなに顔を合わせていなかったじゃないですか」

　ベレンガルが魔術師団に入団してからは研修で寄宿舎生活をしていたり残業で帰宅が遅かったりと、ここ数年すれ違いの日々であった。気軽に会えないことは最近始まったわけではない。

「そうかな？　僕はレオニーの寝顔を見ることで癒されていたのだけど」

「なっ」

　問題発言だ。ギョッとしていると、ベレンガルは不敵に笑った。

「ふふ。姪っ子や甥っ子の顔を見るのはもっと先でいいからね、勉学に励みなさい」

　手をひらひらと振ってベレンガルは歩き出す。

　――お兄様。私は子作りのためにザイフリートと同室にしているわけじゃないんですが。

　ベレンガルの背中を見送って、レオニーは研修に戻るのだった。
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「――私に何か用だろうか」

　ベレンガルと遭遇した数日後、レオニーは空き部屋に呼び出されていた。同期の研修生三人に囲まれる。なお、ザイフリートは上官の呼び出しがあってこの場にはいない。

　赤髪の青年がレオニーを見下ろした。

「先日演習を休んだのはツキノモノってやつだったからだろう？」

　下卑た笑い。からかいの意志を感じる。

「そうだが？」

　だからなんだというのか。休んだことがずるいと言われる筋合いはないはずだ。

　レオニーが毅然と返せば、赤髪の彼は口の端を持ち上げた。

「ツキノモノから解放される方法があるんだが、試してみないか？」

「悪いが間に合っている」

　彼らが何を企んでいるのかを察して、レオニーは踵を返す。ところが出口は塞がれていた。

　――魔術の無駄遣いだな。

　外部からの介入を防ぐ魔術がドアに施されている。解除する難易度は高めであることをレオニーは瞬時に理解した。

　――面倒だから吹き飛ばすか。

　始末書が必要になるだろうが、彼らと真面目にやり合うほうが面倒だ。騒ぎになるだろうことも予想されるが、こういうアホなことを企てる連中には牽制になるだろう。

「そんなつれないことを言わずに、楽しもうぜ？　婚約者と同室だそうだが、あの堅物は手を出さないだろ？」

「下世話な」

　両目を閉じて左手に意識を集中させる。左手はバチバチと雷を纏う。

　威嚇のつもりで出した雷撃魔術を見て、赤髪の青年はヘラヘラと笑った。

「おいおい。ここで騒ぎを起こしたら居づらくなるだろ？　何度も寄宿舎を移動したら出世の道も閉ざされるぞ」

「大したことではない」

　バチッと大きな音を立てて見せるが、彼らは怯まなかった。

「天才魔術師の妹様は将来が安泰ってことか」

「なに？」

　聞き捨てならない言葉だが、動揺するほどではない。

　赤髪の青年は挑発するように笑った。

「ここで騒ぎを起こしてもお咎めなしってことだろ？」

「そう考えているなら、私にちょっかいを出さないことだ。絡むだけ無駄だろ」

　問題を起こしたらレオニーにふっかけた側が不利になるということであれば、絡むだけ損である。おとなしくしておくのが賢明な判断だろう。

「いや、そうでもないんだな」

　パチンと音が鳴らされる。すると足の力が抜けてレオニーは膝をつく。

「なっ」

　三人の動きには気を配っていた。赤髪の青年を注視していたが、他の二人も妙な動きをしていないか警戒していたのに。

　――今の音はどこから？

　体が自由にならないので視線で正体を探る。膝をついたことで視界が下がり、原因がわかった。

「天才の妹ではあるが、経験は浅いと見た」

　赤髪の青年が近づいてくる。レオニーを見下ろして、足先で体を突いてきた。抵抗できないかどうか様子を見ているらしい。

「三人だけじゃなかったってことか」

　ベッドの下から小柄な男がもう一人出てきた。研修生の中ではザイフリート、レオニーに並ぶ優秀な魔術師だ。彼が部屋に鍵をかけ、レオニーの動きを封じた人物に違いない。

「油断したな。屋内に誘い込まれたときは、まずは索敵だ」

「索敵できたとしても、オレは見つからない自信がある」

「なるほど、たいそうな自信だな。だったら最後まで身を隠して知らぬ存ぜぬを貫いたほうが出世に響かなかったんじゃないか？」

　冷や汗を流しながらレオニーが挑発してやれば、赤髪の青年がレオニーの股間に爪先を押し当てた。

「あんたのココに真っ先にぶち込みたいんだそうだ」

　ぐりぐりとされると不快である。女の扱いをわかっていないらしい。

「趣味が悪いんじゃないか？」

「オレの子に優秀なグリーク家の血が入るなら、悪くないだろう？」

「……へえ」

　小柄な青年はレオニーを見下ろして笑った。

　そんな男に、レオニーは笑って見せる。

「低身長がコンプレックスなのだな。私の動きを封じるのにしゃがませるのだから」

「ふん。その姿勢にさせたのはしゃぶらせるためだ」

「しゃぶらせる……？」

　聞き間違いかと思ったら、そうではないらしい。男たちが声を立てて笑った。

「なんだ、本当になんもしてないんだな」

「オレだったら毎晩孕むまで犯すけどな」

「孕んじまったらつまらないだろ」

「そんときゃ口でさせりゃいい」

「なんの話だ？」

　勝手に盛り上がっているが、レオニーにはなんのことだかさっぱりわからなかった。きょとんとしていると、小柄な青年が赤髪の青年を退けてレオニーの顎を指先で持ち上げた。

「その口で奉仕させてやるからな。ぶちこむのはそのあとだ」

「いや、そうはならんと思うぞ？」

「強がってるのも今のうちだぜ？」

「何を勘違いしているのかわからないんだが、私は魔術を使うのに予備動作は不要なのだ。呪文の詠唱も、陣も要らない。あったに越したことはないんだが」

　レオニーの周辺に魔力による異変が生じ始めた。

　自分に酔っていた小柄な青年だけ反応に遅れて避け損ねる。

　バチンと電撃が走った。

「がっ！」

「ふむ。さすがはただの暴漢ではなく魔術師団所属の研修生だな」

　魔術師団に入団する前に市街で暴漢と対峙したことがある。そのときは無関係の人間に被害が出ないように慎重に魔術を使ったが、今回と似たようなことをしたのだった。魔術の心得がない者ならば仕留め損ねることはないが、研修生相手では気取られてしまうとレオニーは学んだ。

「き、聞いてねえぞ」

　赤髪の青年が焦っている。

　――そういえば彼は魔術師としてよりも剣技の方が得意だったな。そして、成績も伸び悩んでいる……。

「なんだ？　おこぼれをもらうつもりで参加していたのか？」

「それは――」

　みるみると顔を青白くして、赤髪の青年は口籠った。様子がおかしい。

　――これは魔術！

「語るな」

　口封じのためになんらかの魔術が使用されている。レオニーは他の二人にも異変を感じ取って、電撃魔術を発動させた。

　バチンという空気が弾ける大きな音がして、三人ともその場に倒れる。

「……間一髪、か」

　小柄な青年が気絶してしまったため、レオニーを封じていた魔術は解けたらしい。ゆっくりと立ち上がって三人の様子を窺う。呼吸、心拍ともに異常はない。口封じの魔術は解けていないようだが、誰が使っているのかがわからないこともありレオニーは専門家に任せることにした。

「さて、この部屋を出るのはどうしたものか」

　魔術を解くのは得意ではない。レオニーが解析のために魔術を展開させていると、外からドアを叩かれた。

「誰かいるのか？」

　一番会いたかった人の声である。レオニーは解析の魔術を解いた。

「ザイフリート、私だ。他、四人が閉じ込められている。出してほしい」

「あー……魔術が掛かっているのか。よく壊さずに待機していたな」

「解析に手間取っていて、そろそろ破壊を検討するところだった」

「ははは……間に合ってよかったぜ」

　そう告げるなり、ドアが開いた。部屋に倒れている青年たちが目に入ったらしく、ザイフリートは眉間に皺を寄せる。

「で、これは？」

「厄介なことになっていてな……上官を呼んでほしい」

「了解」

　ザイフリートは制服の胸元から棒状の呪具を取り出すとパキンと割った。緊急連絡用の魔術が仕込まれている呪具だ。

「レオニーもこういうものは持ち歩いたほうがいいんじゃないか？」

「考えておく」

　道具に頼るのはあまり好きじゃない。レオニーが先延ばしにするように告げると、ザイフリートは呆れ顔になった。

「苦手な魔術は呪具に封じておくと便利だぞ」

　――確かに……。

　動揺すればするほど、苦手な魔術は発動させるのに手間取ってしまう。得意な魔術は予備動作も呪文も陣もなく発動させられるけれど、苦手なものは何かしらで補強する必要があるのでなおさらだ。

「……だったら、閉じ込められてもすぐに解除できるものが欲しい」

「じゃあ、このあと一緒に作るか」

「勉強はいいのか？」

「呪具を自在に作れるようにしておくのも研修生の勉強だろう？」

「それはそうだな」

　ザイフリートの邪魔をするのは本望ではないのだが、彼がそういう意見ならば好意を受け取っておこう。

　そのうちに上官たちがやってきて、レオニーはことの仔細を伝えることになるのだった。
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　年末年始は教師役の上官たちも休暇を取ったり王都での特別任務があるなどして研修が中断する。そのため、研修一年目のレオニーたちは実家に帰省することになった。

　貴族たちは冬場になると王都から領地に戻ることが多いのだが、グリーク家とシュヴァルツシルト家は魔術師一族ということもあって王都に残っていた。魔術師団に所属せずに個人の魔術師として研究を続ける者はそれなりにおり、利便性から王都の近郊に家を構える者は多いのだ。

　――二週間の休みではあるが……意外と会わないものだな。

　レオニーは自室の窓から外を見る。雪が舞っているのが目に入った。どうりで寒いわけだ。

　ザイフリートに会いに行こうと思えばすぐに行ける。だが、互いに用事が重なってすれ違う日々だった。







　ザイフリートの姿のない生活に少し寂しさを覚え始めたときのこと。不意に彼が訪ねてきた。

「誰かに用事か？」

　レオニーに会いにきたわけじゃないことは、その格好からすぐにわかった。貴族として目上の人間に会うときに着るコートを羽織っていたからだ。新調したらしいコートはザイフリートに貫禄を与えている。

「まあ、ちょっとな。君の顔を見られて嬉しく思う」

「私もだ。元気そうでなにより」

　挨拶を交わしている間に、廊下を早足で進む音が近づいてくる。

「ずいぶんと早い到着だね。レオニーの顔が見たかったようだな」

「お兄様」

　からかわないでと告げようとしたら、ザイフリートに抱きしめられた。

　――こいつ、また背が伸びたな……。

　ザイフリートの肩に額があたる。靴底が厚めなのだとしても、身長が伸びているのは間違いない。筋肉量も増えた気がする。

「おやおや。見せつけてくれるなあ」

「婚約者らしいことをして見せろと命じたのはベレンガル様でしょうに」

「ふふ。どうだったかなあ」

「お兄様！」

　やっと離してもらった。どうやら待ち合わせをしていたのは兄とのようだ。

　兄もまた、目上の人間に会うときに着るコートを羽織っていた。

　――二人揃って魔術師団員としてではない相手に会いに行くってことか。

「どちらに向かわれるのです？」

「ちょっと野暮用でね。お呼び出しがかかったから、ザイフリート君にも付き合ってもらおうって思って」

「どうして？」

「それは今は言えないんだ。とりあえず、レオニーはお利口に待っているんだよ」

　自分が付き添うわけにはいかなかったのかと不満に感じての問いだったが、レオニーははぐらかされてしまった。実の兄に頭を撫でられるのは嫌いではないものの、ザイフリートの前だと胸がざわっとする。

「少し早いけど、行ってくるね」

「時間に余裕があったら屋敷に寄るから」

　ザイフリートがレオニーを真っ直ぐに見て約束をするので、レオニーは素直に頷いた。

「お二人とも、お気をつけて」







＊＊＊＊＊







　朝からいろいろなことが起こる一日だった。ザイフリートがベレンガルを迎えにきたあと、レオニーに予期せぬ来客が一件、そして手紙が一通。どちらも朗報とは言い難い内容に、レオニーは辟易していた。

　ベレンガルの用件は時間が押したらしく、帰宅は夕暮れにかかってしまった。ザイフリートは顔は見せていったものの話す時間もろくになく別れたのだった。

「レオニーもお疲れ様だったね」

　眠る前に話がしたいとベレンガルに呼ばれて、執務室に入るなり労われた。レオニーは小さく膨れる。

「お兄様の用件は私の元にきたあれらと関係があるんですか」

「そうなるね」

「私はエーリカ嬢のお付きになるつもりも、王太子様の元に行くつもりもありません」

「僕としても、ザイフリートとの婚約を白紙に戻してまでやることじゃないと思って、先手を打たせてもらった」

　いかにも我が兄である。

　――お兄様は根回しも得意だものな……。

　レオニーは頭を切り替えた。

「父上は何と言っているんです？」

「政治的に不利な立場となるだろうが、レオニーを売ってまで手に入れたい地位などないとのことだ」

「そうか……」

　地位とか権力に媚びないのが父である。そしてレオニーたち兄妹の在り方を真剣に考えている……といえば聞こえがいいが、溺愛しているのが父なのだ。

「レオニーはこれまで通りに研修に励み、首席での卒業を目指すといいさ。順調なんだろう？」

　今後はどう振る舞うのが得策かと悩むレオニーの思考を読んだようにベレンガルが尋ねてくる。レオニーは肩をすくめた。

「順調ではありますが……ザイフリートに抜かされそうで、なかなか厳しいです」

「ふふ。そうかそうか。お前の相手に相応しい男だろう？」

「不足はありません」

　よくできた男だ。謙虚さが卑屈に感じられる面が気になるところではあるが、性格も能力も優れていると思う。きっといい役職を得て出世するのだろう。

「恋人としてはどうだ？」

「とても優しくしてもらっています」

「それならいいが。あいつのことだ、卒業前に子ができるということはないだろうが、気をつけるんだぞ」

　その発言に、レオニーは眉を顰めた。子ができるの言葉に、同期に呼び出されて襲われそうになったことを思い出したからだ。

　無意識につい腕をさすってしまう。

「どうかしたのか？」

「いえ……ザイフリートとは問題がないのですが、ほかの研修生らからの性的な視線が、ちょっと」

　不意打ちさえ喰らわなければ倒すのは容易だと思っている。実際、レオニーとザイフリートは頭ひとつ抜けるほど魔術の扱いになれており、模擬戦では負け知らずだ。

　勝てる相手であるという自信があるので心が折れることはないものの、彼らの向ける視線は気分が悪い。害を与えてこない限りは無視することにしているが、嫌悪感を抱かずにやり過ごせるほど慣れはしなかった。

　ベレンガルはふぅんと唸った。

「お前があの寄宿舎で生活することを望んだんだ。男ばかりであることも承知して身を置いているのだろう？」

「それは……。最初にいた寄宿舎は嫌だし、他の場所も勘弁願いたかったからな……」

　痛いところを突かれて一度視線を外すも、レオニーは再びベレンガルを睨んだ。

「お兄様は私がどれだけ怖い思いをしたのかわからないから、そんなことを言えるんですよ！」

　ベレンガルはにこやかに首を傾げた。

「そうかい？　わからなくはないつもりだがな。入寮からずっと首席を務めていると夜這いを仕掛けられることはそれなりにあったからなあ。意中の相手ならまだしも、そうじゃない場合はげんなりする」

「お兄様、私は同性に、なのですが」

「僕も同性に、なのだが」

「……っ……失礼」

　余計なことを言ったと思った。レオニーは視線をそらす。

　どんな顔をして兄を見たらいいというんだろう。勝手な思い込みをしていた自分を恥じればなおさらだ。

「ほら、僕とレオニーの顔が似ているということは、そういうのに好かれやすいということもあってね」

「悪かった。もう語らなくていい」

「ふむ。レオニーは知識がなかったから余計に恐ろしかったようだね」

「……そうかもしれない」

　異性から向けられる性的な視線については理解しているつもりだった。そういうものがあると知っていたから対処もできた。

　だが、同性から向けられることには知識も経験もなく、どう対処するものなのかわからなかった。ただただ恐ろしかった。

「性的なものに意識が向かなくなる魔術を真っ先に身につける等の対策が必要なんじゃないですかね」

「そういう対策をしたとしても、おそらく無意味だと思うよ」

　ベレンガルは腕を組んで苦笑する。

「そうでしょうか。自在に抑制できれば研修に集中できるでしょうし、任務を与えられるようになっても利点が大きいかと」

「そうやって抑制できる人間は、そもそもそういう魔術が必要ないんだよ。特定の対象に魔術を使うにしても、それは罰則にしかならない」

「選択肢としてあるだけいいじゃないですか」

「いいかい、レオニー」

　ベレンガルはレオニーの正面に立って頭を撫でる。

「魔術で抑制できるなら、増強も可能なわけだ。そして、むしろ増強のほうが厄介で、悪用しようとする者が多い」

「魔術師団を志す人間が、そんな弱い心を持っていると？」

　噛み付くようにレオニーが返せば、ベレンガルはじっと心を覗き込むように見つめた。

「何度危険な目に遭っても人を信じられるのだから、お前は人がよすぎるな」

「危険だと感じたのはエーリカ嬢に押し倒されたときだけです」

　寄宿舎で呼び出しを食らって面倒ごとに巻き込まれたことはあったが、それは身の危険を感じるほどではなかった。

　――あの件も、首謀者は分からずじまいだったな……私のところに情報がおりていないだけかもしれないが。

　何者かが口封じをしようとしたのは確からしいのだが、裏にいたのが誰だったのかまでは突き止められていないと聞いた。あの事件以降、寄宿舎内では不審な動きはないので、外部の人間が関わっているのではないかとレオニーは考えている。

「そのエーリカ嬢がやったという件も、証拠はないんだがな」

　ベレンガルの言葉に、レオニーはむすっとする。

　レオニーを休憩所に連れて行ったのはエーリカだったはずなのに、本人は知らぬ存ぜぬを貫いたし、他の人間もパーティ会場から離れていないと証言したため、レオニーの勘違いではないかということになっていた。休憩所に案内してくれたことを感謝したいとエーリカ嬢に振って探りを入れたのだが、そもそもそんなことはしていないと返されたわけである。

　――エーリカに襲われたという話をしたのはお兄様にだけ、なんだがな。信じてもらえていないようだが。

「別に訴えたいわけじゃないんですよ、縁を切りたいだけで」

「だが、向こうはそうでもないようだ」

「そのようですね。お兄様が出掛けているのを知って、自ら口説きにいらっしゃいましたよ。玄関先で追い返しましたが」

　思い返すだけでゾッとする。

　入団試験での事故に巻き込まれて助けたことがきっかけでエーリカ・ヒンメルと知り合った。王太子妃候補に挙がるほどなので家柄も淑女としての振る舞いもよいと評判であるだけに邪険にはできず、レオニーにとって厄介な相手である。

「エーリカ嬢が気に入っていることもあって、王太子様も興味を持ったようだな。虫除けのつもりで早々に婚約させておいて正解だったわけだ」

「別にお兄様が決めたわけじゃないでしょう？」

　四つしか歳の離れていない兄に当時発言権があったとは思えない。

　するとベレンガルはレオニーを見て不思議そうに首を傾げた。

「僕はレオニーの才能を真っ先に認めた人間の一人だよ？　可愛い妹の手助けをするにはこの方法がいいって、父上に進言したんだ」

「いやいや」

「ザイフリート君が女性だったら、僕のお嫁さんにしてレオニーの友人にしたんだけどなあ」

　そんなに好いていたとは。レオニーよりもベレンガルのほうがザイフリートに好意を抱いているかもしれない。

「お兄様はザイフリートのことを随分と買っているんですね」

「命の恩人だしねえ。信用できる男だよ」

「命の恩人？」

「ん？　ああ、そっか。レオニーは小さかったから覚えていないのかな。まあ、その話はまたそのうちにしようか。眠くなってきた」

　そう告げて、ベレンガルはあくびをしてみせた。

「そうですね。夜ふかしはよくない」

　微笑みあって、レオニーたちはそれぞれの部屋に向かう。







第３章　弱点









　窓の外がうるさい。強風に煽られて木々が揺れている。雨が窓を叩きつけている。ガラスが割れないように魔術を組んだ。

「……眠れないのか？」

「うん」

　レオニーが窓のそばに立って外を見ていたらザイフリートに声をかけられた。

　悪天候ということで緊急事態に備えて、魔術師団の制服で着ているシャツとスラックスを合わせたラフな格好である。レオニーはシャツの胸元をギュッと握った。

　――想像以上の荒天だな。

　寄宿舎生活が始まって半年。春を迎えるこの時季は天候が荒れやすい。レオニーにとってこの季節は正直苦手だ。

「まだ雷が苦手なのか？」

「まあ、うん」

「雷撃使いなのに」

「自分でコントロールできない雷は怖いよ」

　幼い頃、散歩の帰りに突然の雷雨に見舞われた。雷を受けた大木が燃え上がったのを目の前で見て以降、雷雨が苦手だ。

「こっちに来てもいいぞ」

「それで落ち着くとも思えないけど」

　そう答えた瞬間、外がピカッと光って轟音が響き渡る。地響きを伴う大きな音は、近くで落ちたことを容易に想像させる。

「ひっ」

「強がるな」

　腰を抜かしてしまったレオニーを、ザイフリートは横抱きにして運んでくれる。レオニーのベッドにではなく、彼のベッドに案内されてしまった。

「あの」

「甘えてくれていいんだ。俺は君の弱点が雷であることを知ってるんだし、遠慮するなって」

　膝の上に乗せられて背後からぎゅっと抱き締められてしまうと動けない。

　久々に感じるザイフリートの熱と匂い。胸が高鳴る。

　並び立つことは多くても触れ合うことは滅多にないため、いまさらザイフリートの身長がぐんと伸びたことを察する。

「気が散るように、恋人らしいことでもするか？」

「恋人らしいことをするたびに雷を思い出すようになったら困る」

「なるほど」

　雨の音が強くなる。明日の研修はどうなるのだろう。夜のうちに嵐が抜けるとも限らない。

「なあ、レオニー？」

　彼の頬がすり寄ってくる。

「なんだ？」

「イくときって、身体に雷を受けたみたいに痺れるんだってさ」

「へえ」

　なんの話だ。適当に返すと、ザイフリートの手がレオニーの胸に添えられた。

「待って」

「何を？」

「触らないで」

「どうして？」

　ザイフリートの指先が衣服の上から硬くなった胸の先を探し出して摘む。

「あっ」

「痛むか？」

「そうじゃないが」

「なら、続けさせろよ」

「ダメだ。変な気分になる」

「外が気にならなくていいだろう？」

　そういう問題じゃないと文句をつけてやろうと振り向いたところで口づけをされた。離れようともがくがうまくいかない。

「んん」

　舌が唇の隙間から入ってくる。噛みついてやるつもりで口を開けたのに、舌同士触れた瞬間に意識がふわっとしてしまってそのまま犯された。

「……上手だな。俺に隠れて誰かとしてるのか？」

「まさか」

　部屋割りごとに行動することが多いというのに、どこで逢引をするチャンスがあるというのだろう。

「そっちこそ、誰かに習っているんじゃないのか？」

　息が上がっているのを悟られないように、レオニーは言葉を選んで指摘する。

　ザイフリートは笑った。

「男ばかりなのに？」

「技術を口頭で伝えるくらいできるだろ」

　思い至らなかったらしい。レオニーの目を見てふむと唸った。

「ああ、なるほど」

「……まさか私の不貞を疑ったのか？」

　嫉妬であれば可愛いものだが、疑われたのであれば納得できない。レオニーが問えば、ザイフリートは首を横に振った。

「そうじゃない。だが、念のためにな」

「心配性だな」

「心配されたいんだろう？　無関心なふりをしたらすぐにしょんぼりするくせに」

「なっ、それは違う」

「ちゃんと俺はレオニーひと筋なんだぜ？」

　再び唇が重なる。息ができないくらい深い口づけ。

　ここに来たときはこの体勢で口づけなんてできなかったはずなのに。

　ずいぶんと彼はたくましく成長したらしい。

「ん……」

「なんで寂しそうな顔をするんだ？」

「わからない」

「俺じゃ不満なのか？」

　レオニーは首を横に振る。そして顔を両手で覆った。

「悪い。ザイフリートに不満はない。能力の伸びも良いし、申し分ないさ」

「俺が無理に迫ったから怒っているのか？」

「いや、怒ってはいないんだ。ザイフリートは悪くない。これは私の問題で――」

「レオニーだって成績優秀者に選ばれている。才女だと呼ばれているじゃないか。男ばかりの場所で、充分に張り合っていて」

「でもそれは、君が私の隣にいるからじゃないか！」

　ついレオニーは怒鳴っていた。

　ザイフリートが驚いた顔をしている。当然だ。

「何？」

「ザイフリートが隣で睨みを効かせているから、私は自由でいられる。私は自分の力でそうでありたかったのに」

「そんなことはない」

「ザイフリートにはわからないさ！」

　離せともがく。だがかえってしっかりと抱き締められてしまって動けない。魔術を使うことも考えたが、ザイフリートに怪我をさせたくない。意思表示のために必死にもがくと、レオニーはベッドに押しつけられてしまった。

「や、やだっ」

「落ち着け、レオニー。この天気のせいで神経質になっているのは仕方がないが、別に俺は君を守ってはいない。男女ではあるからな。やっかみで詮索するヤツはいるだろうさ。だが、それだけだ。真に受けるな」

「そうじゃないんだ、ザイフリート」

　悔しくて涙が溢れてくる。レオニーは抵抗した。

「私は君の隣にふさわしい女性だろうか」

「充分すぎるよ。気高く美しい女性じゃないか」

「ザイフリートにはもっと愛らしく気がきく女性のほうがいいんじゃないか？　私のような無骨な女ではなく、もっと優しい女のほうが――」

「レオニー」

　顔をそむけたはずなのに上を向かされて、そのまま口づけをされる。拒絶しようと思ったのに舌を絡められると、力が抜けてしまう。

　快感に翻弄されてしまいそうで、レオニーはゾクゾクとする感覚を逃すことばかり考える。ザイフリートに触れられると抗えない。

「……ザイフリート」

　やっと唇が離れる。雷光がレオニーとザイフリートを結ぶ銀糸を照らした。

「……俺は君がいい、レオニー。俺は不安にさせるようなことをしたか？　君を満足させたくて、こっそり夜中に恋愛の入門書を読んでいたのがまずかったのか？」

「そ、そんなことをしていたの？」

　レオニーがびっくりして尋ねると、ザイフリートは顔を真っ赤にした。本当のようだ。

「わ、私のために？」

「レオニーは、そういう勉強は照れてしまって不得手だろうって。それに、俺がリードしたかったからな」

「そうなのか……」

　全然気づかなかった。レオニーは規則正しく生活をしており、眠ってしまったら朝までほぼ起きない。ザイフリートが密かにそんな涙ぐましい努力をしていたとは。

「呆れてくれるな。俺だって必死なんだよ。君を失ってしまうんじゃないかって」

「私に魅力なんてないだろう？　特に、女としての価値なんて」

　言葉遣いもそうだ。優秀な兄に対抗して、可愛らしさよりも格好よさを追究して今に至る。魔術適性の高さを考えても、女性らしさを磨くことよりも強さやたくましさを極めることに軸を置いたほうが都合がよかったのだ。

　いずれレオニーは魔術師団に所属し上層部を目指すことになる。そのためには男性を支えるのではなく自分自身の足で立つ努力をしないといけない。

　試験のときに思い知った。可愛らしい少女たちの中にいると自分がすごく浮いて感じられることに。彼女らから、自分は男性のように振る舞うことを期待されていることに。

『女の子どうしだから赤ちゃんはできないのよ。だから、気持ちのいいことをして楽しみましょう？　あたくしが教えて差し上げますわ』

　襲いかかってきたエーリカの言葉を思い出し、気分が悪くなる。そういう態度で迫ってくる相手が一人だけじゃなかったことも、レオニーには堪えた。

　逃げてきたこの寄宿舎では女性であることを意識されることに辟易した。男性のようになりたくても、自分は男性にはなれないことを痛感した。

　ここにはレオニーをレオニーとして見てくれる者はいないのだ。

「レオニー。君は君のままでいいんだよ。そのために俺がそばにいるんじゃないか。利用していいんだぜ？」

「私は君を頼るためにここに来たわけじゃない。同室を望んだのも、幼馴染で婚約者だからってだけで、顔見知りだったからだ」

「俺は頼られたいし、甘えられたいんだがな」

「わ、私がそういうのが苦手だということをよく知っているくせに、よく言うな」

「だからなおさら、俺にだけ甘えてほしいんだ。婚約者だろう？」

　寂しげにザイフリートに微笑まれると胸が苦しい。

「ザイフリート」

　部屋が光る。雷が落ちる音が鳴り響いた。

　レオニーは咄嗟にザイフリートの首に腕を回して引き寄せる。

「レオニー……苦しいんだが」

　抗議されて、レオニーは慌てて手を離す。ザイフリートが苦笑していた。

「す、すまない……驚いてしまって」

「本当に苦手なんだな」

「克服できる気がしない」

「いいんじゃないか、弱点の一つや二つ」

「困るだろう？　ここまで苦手意識が強いと」

「俺が手助けするよ」

　ザイフリートはレオニーの隣に体を横たえて、レオニーの体を引き寄せる。背後からぎゅっと抱きしめられると温かかった。

　ふと、あの夜のことが過ぎる。正面から抱いたら欲を抑えられなくなりそうだからと後ろから抱きしめて快感を与えてくれたあの人のこと。

　――あの人は私と同じくらいの身長だったな。

　その人とザイフリートは別人なのだろうか。背後から抱かれると、ザイフリートのほうがずっと大きく感じられた。

「……ザイフリート、また背が高くなった」

「成長期なんだろうな。だいぶ遅れている気はするんだが」

「伯父上も大柄だもんな」

「ああ、あそこまで大きくはならないと思うが、可能性はあるだろうな」

　そういう血筋なのだろう。伯父が大きいのはもちろんなのだが、彼の父も背は高い。母も決して小柄ではないので、ザイフリートは大きくなることだろう。

　一方、グリーク家の一員としては身長に恵まれたレオニーではあるが、兄と大して身長が変わらないあたり、これ以上グンと伸びることは期待できそうにない。父も母も標準的な背丈であり、血筋としては小柄な方なのだ。

「……私のほうが小さい」

　うっかり、悔しさが声になってしまった。

「背が伸びないことを気にしているのか？　女性なのだから、それだけあれば充分だろう？　大きいほうだと思うが」

「もっと大きくなりたかったんだ」

　女性の中では大きいということは理解している。でも問題はそこではないのだ。

　ザイフリートの不思議そうな顔がレオニーを覗く。

「なんで？」

「大きいほうがたくさん守れるような気がして」

　レオニーの言葉に、ザイフリートはうーんと唸って頷いた。

「まあ、伯父上見てたら、そういう気持ちにはなるよな」

「あの広い背中は頼りたくなるだろう？」

　女だと侮られたくない。でも、令嬢たちの騎士でありたいわけでもない。

　女性ばかりの寄宿舎にも男性ばかりの寄宿舎にも、レオニーの居場所はないような気がした。ただ、ザイフリートの隣は居心地がいい。

「実力で示せばいい」

「それはそうだな。見掛け倒しでは困る」

　――実力、か。

　ザイフリートの意見はその通りではあるのだが、レオニーは密かに焦りを感じていた。ザイフリートは背だけでなく、その能力も伸ばしている。今でこそ同等の魔術師だが、レオニーは近いうちに引き離されるのだろう。

　自分自身に限界を感じているのだ。

「……レオニー、髪が伸びたな」

　レオニーの髪にザイフリートが顔を埋める。くすぐったさに、暗い思考は中断された。

「君が髪は長いほうがいいと言ったから伸ばしているんだ。邪魔なら切るぞ」

　ザイフリートは首を横に振ったらしかった。

「手入れが面倒じゃないなら、伸ばしておけよ。俺はやっぱり髪の長いレオニーが好きだ」

「女らしいからか？」

「髪が綺麗だからだ。暖かなお日様の光のようで、ときどき苛烈な稲光のようで。実に君らしいと思う」

　思わぬ言葉に、レオニーは目を大きく見開いたのちに小さく笑った。

「ザイフリートにしては珍しい美辞麗句だな」

「教養が増したおかげかな」

　頬の横に流れてきた髪の一房をレオニーは掴む。薄暗い室内では色味はよくわからなかった。

「……稲光に似てるか」

「嫌だったか？」

　レオニーが呟いた言葉を拾って、ザイフリートは不安げに耳元で囁く。レオニーは小さく首を振った。

「ううん。なんか、わかる気がする。私が雷撃魔術を好むのも、縁があるのかもな」

　背中が暖かい。温もりで眠気が増してくる。ふわぁとあくびをしてうとうとしていたところで、いきなり胸を揉まれた。レオニーはびっくりして声を上げる。

「ザイフリート」

「悪い、魔がさした」

「眠気が飛んだぞ。というか、揉み続けるな。待て」

　待てと言っているのに指先がレオニーの気持ちの良い場所を探るように求めてくるのがわかる。逃げ場はない。

「いきなりは悪かった。だが、うんと言ってほしい」

「まずい、一線を越えてしまうだろうが」

　膝を擦り合わせてモジモジしてしまう。身体の奥がむずむずするのだ。

　そんなレオニーの耳を、ザイフリートはあろうことかぺろりと舐めた。

「ひゃぁっ」

「いい声だな」

　感想ののちに丁寧に耳に舌を這わされると体が甘く痺れていく。これは良くない兆候だ。

「待って」

　彼の手に自分の手を重ねる。思っていたよりも大きな男の人の手だ。

　ザイフリートは止まらない。

「いいか、レオニー。君は女だ。それは変えられない。俺は君を女として見ている。だが、性欲の捌け口にしたいわけじゃない。君を大事にしたいんだ。わかってくれ」

「言ってることとやっていることがチグハグしているぞ……や、あっ、触っちゃ、めっ」

　胸を揉んでいた右手が臍の下に触れて太腿を撫でる。その指先が上ってきて、秘部を擦った。

　――まずい。止められなくなってしまう……。

　意識しないように別のことを考えようと試みるレオニーの耳元で、ザイフリートはふぅと息を吐き出した。うっとりとしているような、悦びを抑えようとしているような、そんな吐息だ。

「……身体、反応しているな」

「認めるから、あっ、やんっ、それ以上は、めっ」

　直接触れればそこが濡れていることは明白だ。ヌルヌルとした液体が溢れている。これは雷に驚いて失禁したわけではないことくらい、レオニーでも理解できた。

「気持ちがいいのか？」

「わかんない」

「嫌ならやめるが」

　指先の動きが遠慮がちなものに変わる。中途半端な刺激は物足りない。

　自分の腰が自然と動いてしまい、レオニーは自身が深く彼を求めていることを自覚した。

「……続けてほしい」

　今は離れてほしくない。もっと触ってほしい。

　レオニーが許可をすると、ザイフリートは笑った。

「好きだ、レオニー」

「わ、私も、だ」

　刺激が強くなる。敏感な場所を転がすように指先でこねられるとたまらない。

　水音が響く。外の雷雨の音よりもはっきりと自身の秘部が奏でる音を捉えて、レオニーの体はもっともっととねだってしまう。

「あっ……ザイフリート」

「たくさん名前を呼んで、レオニー」

「ザイフリート……」

　あの日のことを思い出す。名も知らぬ彼に触れてもらったことを。相手を呼びたくても呼べなかったもどかしさは、今はない。

「レオニー、イッて」

「ひゃっ」

　甘く囁くザイフリートの声を聞きながら、レオニーは達したのだった。

　はあはあと浅い呼吸を繰り返す。全身がジンジンと痺れて動けない。はしたなく左右に大きく広げた足を閉じたいのにどうにもならなかった。

「気持ちがいいだろう？」

　ザイフリートが見下ろしてくる。レオニーはこくこくと小さく頷いた。

「もっと触れたいが……ダメか？」

　榛色の瞳が不安に揺れている。

　――ザイフリートは、私が拒んだらやめてくれる。少なくとも、やめようって努力してくれるはず。

　信じて体を委ねられる。それは相手がザイフリートだからだ。

「も、もう少しだけ、なら」

　レオニーが声を絞り出すと、ザイフリートが性急に被さってくる。唇が塞がれて、舌が絡む口づけをした。

　雷が落ちる。二人の影が壁に映った。

「あっ、ザイフリート」

「脱がすぞ」

　頷く前に下着ごと取り払われた。

　稲光がレオニーの体を照らす。

「……入浴で一緒なのだから、見慣れただろう？」

「入浴中はここはこんなになってないだろう？」

　ザイフリートは熱っぽい声で返して、硬くなった胸の先を指で扱いた。

「あっ、んんっ」

　痛みはないかわりにジンと痺れて腰が跳ねた。

「指を挿れて、慣らしておきたいんだが」

「どこに？」

「ここ」

　彼の指先が濡れた秘裂をなぞって入り口を擦る。クチュクチュと水音が鳴って恥ずかしくなった。

「い、痛くしないなら」

「了解した」

　指が突き立てられる。濡れた指先はいとも容易く中に潜り込んでいく。異物感は否めないが、気持ちが悪いことも痛みもなかった。

「痛くないか？」

「だい、じょう、ぶ」

「気が紛れるように口づけをしよう」

「うん……」

　レオニーが手を伸ばすと、ザイフリートは嬉しそうに笑って口づけをした。舌の動きと指の動きに翻弄されて、意識が快感に飲まれていく。うっとりとした。

「すごく淫らだな……」

「はしたないだろうか……」

「そういう姿を見せたのが俺だけなら、いいんじゃないか？」

　その発言に、レオニーは胸が痛んだ。

　あの夜のことが忘れられない。

「……どうした？」

　表情が暗くなってしまったのだろう、ザイフリートが困惑した様子で顔を覗き込んだ。レオニーは直視できなくて視線を外す。

「わ、私は……初めてでは、ない、のだ」

「どういう……？」

　ザイフリートの濡れた指先が中から出ていった。切なくなってきゅうっと締まるのがわかる。

「最後まではしていないはずだが……体を許した男がいる。相手は魔術師団にいるはず……しかし、私は顔を覚えていないし、名を聞いてもいない。誰だかわからないんだ」

　堰を切ったように早口で告げる。

「どうしてそれを今言うんだ？」

　ザイフリートの声は震えていた。呆れたのか怒りなのか、声が震えていた理由はレオニーにはわからない。

「……清い体じゃなくて、残念に思っただろう？」

「別に俺は」

　レオニーは懸命に笑顔を作ろうとした。うまく笑えているだろうか。

「私は君を愛している。ずっと、触れられるなら君がいいと思ってきた」

　絞り出したレオニーの声も震えていた。ザイフリートをじっと見つめて、レオニーは首を横に振る。

「でも、実際はそうじゃない。君のことを思いながら、燻った熱を早く鎮めたくて行きずりの男に頼んだ。頼んだことについては後悔していないが、相手は随分と誠実な男だったから彼については大変申し訳ないことをしてしまったと悔いている」

「そう、か……」

「すまない、ザイフリート。これ以上はやめておこう」

　茫然としているザイフリートを置いて、レオニーはベッドから抜け出ようとする。しかし、ザイフリートに片手で封じられた。

「君は――」

「ザイフリート？」

　様子がいつもと違う。

　ザイフリートの榛色の瞳は、模擬戦の時よりもずっと好戦的な光をたたえていた。

「そのときの男と俺を比べて、俺じゃ物足りないとでも思ったのか？」

「違うっ」

「じゃあ、ここでやめるだなんて言うなよ」

　乱暴に口づけられる。いきなりの行為に驚いて抵抗したレオニーだったが、ザイフリートを落ち着かせるためだと言い聞かせて好きなようにさせることにした。

　唇が離れる。

　雷が落ちた。

「俺は、レオニーは綺麗なままだと思っている。穢れてなどいない」

「だけど、私は」

「穢れたと思う場所を俺に教えろ。全て俺が清めてやる」

　ザイフリートは本気だ。彼の目を見ればわかる。

　――そういえば、あの人も綺麗な榛色の瞳をしていたな……。

　レオニーは両手をザイフリートに伸ばした。

「わかった。全て伝えよう」

　あの人には詫びなければならない。だから忘れるわけにはいかないと思っていた。記憶している少しの断片も落とさぬようにと何度も思い返していた。

　――だけど……私はザイフリートがいい。忘れたいの。

「レオニー……」

　再び重なった唇は優しくレオニーを癒してくれた。
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「――私たちが、ですか？」

　管理人室に呼び出されて説明を受け、レオニーとザイフリートは話の内容に驚いた。

「ああ。例年、各寄宿舎の成績上位者は手伝うことになっているからね」

　ザイフリートとレオニーは顔を見合わせて頷いた。

「そういうことなら、謹んでお受けします」

「承知いたしました」

　その後、簡単な手続きを済ませ、二人は部屋に戻った。すぐに盗み聞きを防ぐ魔術を展開する。

「入団試験の手伝いか。懐かしいな」

　入団試験の最終試験の補佐の仕事が任務の練習として与えられたのだった。上官の命令に従って、必要な作業を行う仕事である。概ね事務仕事が中心になる予定だが、イレギュラーが発生しても対処ができるようにしておかねばならない。

　懐かしむレオニーに、ザイフリートが肩をすくめた。

「俺たちが試験を受けたのは一年前じゃないか。――でも、いいのか？」

「何が？」

「各寄宿舎の上位研修生が手伝いをするのならば、エーリカ嬢もそこにいるはずだ。この前貼り出されていた寄宿舎ごとの成績表、見ているだろう？」

　指摘されて、レオニーはむっとした。

「それはもちろん見ている。向こうも別段断る理由もないだろうし、会場で鉢合わせするだろうな」

「実家にたくさん手紙が来ているんだろ。御付きになれって」

　思い出すとうんざりする。

　グリーク家の屋敷に定期的に手紙が届いている。レオニーがエーリカの御付きになった暁には、望みを叶えてやろうというなんとも失礼極まりない手紙である。

　――まあ、ヒンメル家がその血の魔術特性から王家に重用されているのは事実だし、付け上がった態度になるのもわからなくはないのだが……。

　上昇志向の強いベレンガルに言い寄れば可能性はあったかもしれないが、レオニーの両親は魔術師としての自身の研究を続けるのに現状困ってはいない。ヒンメル家を通じて欲しいものは特にないのだ。

「しつこいよな……諦めが悪い」

「なんでそんなに執着されているんだ？」

「さあ、それは私にもわからないところで――」

　試験のときに助けたのがきっかけだろう。恩人だからそばに置きたいという考えだろうか。

　――いや、違うな。

　レオニーは思い返してみてはたと気づいた。彼女は言っていた。お見合いパーティにも顔を出さないから近づくことができなかったのだと。

　――あの日よりも前から気に入られていた？　いや、どうなんだ？

「急に黙り込んでどうかしたのか？」

「気になることを思い出して。私は彼女との出会いは去年の試験だと思っていたのだが、どうも向こうはその前から私のことを知っていたみたいな口ぶりだったから」

「まあ、知られていること自体は妙ではないだろ。グリーク家の長女なんだから。俺だって、魔術師団長の甥っ子だって名が知れているし」

「それはそうかもしれないが」

　――私が興味を持っていなかっただけで、エーリカ嬢も有名人だものな。王太子妃の候補になるくらいの人物なのだし。

　王太子妃の候補としてレオニーも名が上がったとの噂を聞きつけて、早々にベレンガルは断りに行っている。あれから向こうの動きはないらしいことを思えば、エーリカ嬢の行動はいささか過剰だと思えた。

「レオニーは隙を見せないことだな。俺がそばにいる間は対応するから、安心しろよ」

「一人で対処できる。もうあのときの私ではないからな」

　胸をはって返せば、ザイフリートはレオニーに指先を向けて苦笑した。

「その自信過剰なところで失敗したんじゃないのか？」

「むむ……」

　ザイフリートの言葉はよく刺さる。自分でなんとかできると踏んだ結果失敗したのだ。レオニーは苦笑する。

　するとザイフリートはレオニーの頭を撫でた。

「頼れよ。俺、そういう方面は得意なんだから」

「じゃあ、ザイフリートのピンチには必ず私が助けに入るからな。どんな危険に晒されるかわからないんだし」

「ああ、それは任せる。レオニーなら安心だ」

　ザイフリートの表情が妙だ。なにかが引っかかる。

「……ザイフリート？」

「ん？」

「私に隠し事をしていないか？」

「していないが？」

　きょとんとされてしまった。これは隠し事を意図的にはしていないという反応である。幼馴染だけにそれはすぐに伝わった。

　レオニーは探るつもりで言葉を続ける。

「先日も管理人室に呼び出されていたし」

　なんだそんなことかとばかりにザイフリートは笑った。

「あれは実家からの連絡だ。ちゃんと研修を受けているか、優秀すぎる伯父がいる手前、すっげえ心配しているんだよ」

「ウチもなんだかんだでお兄様が連絡を寄越してくるからな……」

　状況を把握して、レオニーは同情を示すように頷いた。

「お互いに心配性な身内を持つと面倒だな」

「まったくだ」

　はぐらかされてしまった気もするが、これ以上の情報は引き出せそうにない。レオニーは諦めることにする。

「――さ、そろそろ入浴の時間だな。支度しないと置いていくぞ」

　そう返して、ザイフリートは自分の荷物を持った。

「え、準備がよすぎるだろ」

「予定が決まっているんだから、数手先の準備くらい済ませておくもんだろうが」

「それはそうだが……ちょっと待ってくれ、置いていくな」

　慌てるレオニーを見ながらザイフリートは愉快そうに笑うのだった。







＊＊＊＊＊







　魔術師団入団を決める最終試験。それは受験生たちを魔術師特性を基準に班にわけて実技を競わせるものだ。

「今年は去年とは違うのだな」

「毎年同じにしてしまっては対策を練られてしまうからね。とはいえ、概ね傾向は揃っているはずだよ」

　概要を聞いて思わずレオニーが漏らせば、隣で上官として監督役に就いたベレンガルが返す。レオニーはむすっとした。

「……お兄様が一緒だとやりにくいです」

「お前が言ったんだろう？　僕の仕事っぷりをそばで見てみたいって」

「それはそうですが」

　試験の手伝いで功績を上げようと企んでいただけに、レオニーにとっては少し決まりが悪い。

「誰が上官になるかなんて現場に出ないとわからないんだから、些細なことと割り切れよ」

　横でザイフリートが手際よく準備をしながらレオニーを窘めた。

「ええ、割り切りますとも」

　レオニーも準備を始める。

　担当する実技試験は宝探しゲームのようなものだ。限られた情報から目的のものを見つけて時間内に帰還する。途中、罠も仕掛けられているし、偽の情報もあるので油断ならない。レオニーたちは受験生たちを見守り、万が一受験生が魔力の暴走等で魔術が制御不能になった場合に止める役割を与えられている。

　――エーリカ嬢がいるのは救護班だったな……。それなら直接顔を合わせることもないだろう。

　女性が多い寄宿舎では主に後方支援を目的とした技術や知識を身につける。魔術師特性に応じて仕事内容が変わるのだが、エーリカたちは後方で治療したり強化魔術を施したりする任務が与えられているらしかった。

　――あのまま寄宿舎に残っていたら、私は彼女たちの護衛を任されていたのだろうか……。

　危険に身を晒す頻度は少ないが、それはそれで大事な仕事だとは思っている。だが、レオニーとしては先陣を切って戦闘に身を捧げたいのだ。

　――私には護衛は向いていないな。

　気持ちが昂揚する。何かあってはならないのに期待してしまう。それが後方で護衛をしていられないと思えた理由だ。

「さあ、行こうか二人とも」

　ベレンガルの号令に合わせて、レオニーたちは任務を開始するのだった。
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「いやはや、今年の試験は豊作でしたな！」

「去年が大豊作だったから案じていたが、心配無用だったというわけだ！」

　ベレンガルよりもずっと年上の上官たちが酒を交わしながら大声で喜びを語っている。

　――むむ……こんなはずでは。

　試験の日程はつつがなく終了。去年のような事故もなく、受験者も優秀で課題も素早く達成。実にあっけないものだった。

　今は試験に関わったスタッフを集めての慰労会である。レオニーとザイフリートのほか、ベレンガルの姿もあった。

「私が呼ばれた意味って……」

「そうしょげるな。全日程を通して怪我人もなく終わったのは久しぶりなのだぞ？」

　ベレンガルが励ましてくれる。

　――それはめでたいことではあるけど。

　研修としてではなく、実践ができる貴重な機会として楽しみにしていただけに、肩透かしを食らったようでレオニーとしては退屈だった。

「事故が起こることを期待するのはけしからんな」

「それはそのとおりでぐうの音も出ません」

「魔術師団の仕事が暇なのはよいことなんだぞ。平和であればじっくりと魔術の研究ができる。それが技術として使えるものであればあるほど、国民たちは恩恵を享受することができる。魔術師の仕事は、戦闘よりも研究のほうがメインだ」

「そうですね」

　ベレンガルの仕事を間近で見ていて、確かにその通りなのだった。

　ベレンガルの魔術師特性は風を操ることである。風は攻撃にも防御にも使えるが、諜報を行うにしても都合がいい。受験生たちの発した言葉を拾うのに労せずに済んだのはベレンガルの手柄だろう。

　聞き耳を立てる魔術が彼が実家にいた頃よりも精度が上がっていて、呪具を使うことでレオニーもザイフリートも簡単に使えたことにはとても驚いた。

「だが、レオニー。まだ気を引き締めておいた方がいい」

　ベレンガルの口元の動きと、耳に届いた声が異なることにレオニーは気づいた。

　――風の魔術？

　はっとしてベレンガルの視線の先を辿ると、エーリカの姿が目に入った。こちらに向かって歩いてきている。彼女の手元には液体が入ったグラスが二つ。

「ごきげんよう、レオニー様」

「ごきげんよう、エーリカ様」

　上機嫌に近づいてきてにこりと微笑む。エーリカの纏う人形のように感じさせる無機質な空気と、側に置いて大事にしたいと思わせる愛らしさが同居する様はレオニーには不気味でしかない。

「試験が無事に終わってほっとしましたわね」

　どうぞとばかりに琥珀色の液体が注がれたグラスを差し出される。労いのつもりだろうか。

「そうだな。……救護班も仕事が少なくて済んだのだろう？」

　グラスは自分のものがあるからと遠慮を手で示したが、エーリカは引かない。

「ええ。想定よりも軽度の怪我人しか出ませんでしたから」

「次に君にお会いするとしたら、正式採用のパーティかな」

　早く立ち去りたくて、レオニーは話題を変える。

　エーリカは首をわずかに傾げた。ふわふわのストロベリーブロンドが揺れる。

「あら、年末に実家にはお帰りになりませんの？」

「こちらにも都合があってね」

　助けてほしいとベレンガルとザイフリートを見やる。渋々といった様子でザイフリートがエーリカの持ってきたグラスを受け取った。

「レオニーにお酒を勧めるな。前にお酒で失敗して以来、控えさせている」

　レオニーの手持ちのグラスに注がれている飲み物はお酒ではない。労いの場だが酒は控えておけとベレンガルに忠告されており、それに従っていたからだ。

「あら、これがお酒だとすぐにおわかりになるなんて」

　周囲はみなお酒を楽しんでいるのだが、勤務の延長だからとお酒を控えている魔術師もいる。祝いの場に馴染むようにとの配慮で、グラスで持ってしまうとアルコール入りかどうかは判別しにくいのだ。

「俺はそういう魔術師だからな。飲み物の違和感には目敏いんだよ」

　面倒くさそうにザイフリートが返すと、エーリカは笑った。

「うふふ。勉強になりましたわ。さすがは守りの魔術師様といったところかしら。盾の魔術師様と同じ血を引いていらっしゃるだけはありますのね」

　そう応えて、エーリカは自分の手元に残ったグラスの液体を飲み干した。

「ザイフリート様は進路はお決まりで？」

「確定はしていないが、なんだ？」

　訝しげな視線を向ければ、エーリカは優雅に微笑んだ。

「レオニー様と一緒にあたくしの護衛のお仕事はいかがかと思いまして」

「あいにく魔術師団を辞めるつもりはない」

「出向ということで構いませんのよ。その上で、出資もしますわ」

　エーリカの誘いに、ザイフリートはレオニーに視線を向ける。レオニーは肩をすくめて見せた。

「俺たちは魔術師団での出世を望んでいるからな、君の申し出に応えることはできない」

「あらあら、それは残念。出直しますわ」

　ぺこりとお辞儀をすると、エーリカはようやく立ち去った。

　ベレンガルがレオニーとザイフリートの肩をポンっと叩く。

「お疲れ様」

「お兄様、あれはなんなんです？」

　顔を合わせるたびに口説いてくる。全然その気がないことはわかるだろうに、諦めが悪いことだ。

「調査中ではあるんだが……王太子様絡みのようでな」

「王太子様の護衛であれば、魔術師団から正式に出向となるでしょう？」

「王太子妃の候補でしかない彼女は、こうでもしないと都合のいい護衛を選べないってことさ」

　――わかるようなわからないような……。

　レオニーがうーんと唸ると、ベレンガルが頭をポンポンと撫でた。

「一先ずレオニーは研修をすべて終えることに集中だな」

「ですが、お兄様」

「面倒ごとは僕が引き受ける」

　ベレンガルの口元と声が異なる。レオニーは口をつぐんだ。

「その飲み物は僕が預かろう。お前たちには刺激が強かろうに」

　ザイフリートがベレンガルにグラスを渡そうとするので、レオニーはそのグラスに顔を近づける。甘い芳香はあるが、酒の匂いは感じられない。レオニーが先ほどまで飲んでいたものと変わらないような気がする。

「それ、そんなに刺激が強いんですか？」

「おや、レオニーには違いがわからないのか」

「不勉強で申し訳ない」

　素直に自分の至らなさを謝る。レオニーが素直に助言を求めたからだろう、ベレンガルはニコニコとした。

「レオニーは呪具を持っているかい？」

「はい」

「魔術無効の呪具があれば、それを使ってみるといい」

　無効化の魔術はレオニーは不得手であるが、そうならばとザイフリートと一緒に呪具として封じて持ち歩いている。レオニーは内ポケットに忍ばせていた棒状の呪具を取り出してグラスの上で割った。

　小さく光が爆ぜる。その途端、お酒のにおいを感じ取った。

「つまりはそういうことさ」

　どうもザイフリートだけでなくベレンガルも魔術がかけられていることを瞬時に見抜いていたらしかった。

「ですが、私を酔わせてどうしようと？」

「なにか失態でも晒してもらって、魔術師団から除籍されるように仕向けたかったんじゃないか？」

　ザイフリートが言えば、レオニーは納得しかねる気持ちを視線に乗せた。

「失態を晒す前に治療されるんじゃないか？　救護班の面々も揃っているし」

「どうだろうね」

　グラスを回して、ベレンガルは香りを嗅ぐ。

「……なるほど」

「何か？」

「僕はこれで失礼するよ。お前たちも最後まで付き合わずに帰ることをお勧めする。二人揃っていれば、問題ない」

「そういうものなんですか？」

「お前たちは研修生だからね、明日の研修に間に合うように帰らないと」

　そう告げるベレンガルの口元と音声は一致していた。周囲に聞こえるように告げたあたり、暗に帰れと言っているのだろう。

　レオニーとザイフリートは顔を見合わせ、それからベレンガルに一礼した。

「ならば、帰るか」

「そうだな」

　手をひらひらと振るベレンガルに見送られてレオニーたちはパーティ会場を出る。エーリカの冷たい視線を背中に感じるが、見たら引き留められてしまいそうでレオニーは決して振り返らなかった。
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　――何者かにつけられている？

　慰労会から寄宿舎に向かう馬車で揺られているところなのだが、どうにも落ち着かない。

　レオニーは内ポケットから外部に音が漏れない魔術を封じた呪具を取り出して使用する。

「つけられているよな？」

　同席しているザイフリートに尋ねれば、彼は静かに首肯した。

「何者だと思う？」

「ベレンガル様の配下の者ではなさそうだ」

　彼らが護衛というわけではないだろうという見解はレオニーも一緒である。

「お兄様側に何者かが接触しようとしているならまだしも、私たちになんの用事だというんだ？」

「さあ。取っ捕まえて尋問してみるか？」

　珍しくザイフリートがニヤッと笑った。好戦的な表情は戦士の見せるもののように感じられる。

　レオニーは戸惑った。

「あまり派手なことはしたくないが」

「てっきり、運動不足とばかりにひと暴れしたいのかと思ったんだが？」

　気乗りのしない返事に、ザイフリートが意外そうな顔をする。ザイフリートが挑発した相手は、追手ではなくレオニーに対してだったようだ。

　レオニーは肩をすくめる。

「まさか。お兄様に問題を起こしてくれるなと釘を刺されたばかりなのに」

　研修をすべて終えるようにとわざわざ言ってきたということは、そういうことに違いない。研修生活が始まってすぐに問題を起こして寄宿舎を変えている都合上、事を荒らげるのは得策ではないはずだ。

　レオニーの返事に、ザイフリートは満足げにふっと小さく笑った。

　――ザイフリートに試された気がする……。

　もしかしたら、レオニーが魔術師団員として相応しい振る舞いができるようになっているか見張っているようにベレンガルから言われているのかもしれない。

　ザイフリートは外に気を向ける。レオニーもカーテンの隙間から外を見やる。

　市街地を離れ、建造物が減ってきた。現在は郊外を走っているところである。人目はつかないが、大きな音を出せばすぐに市街地を警備している魔術師団員が駆けつけて来られるくらいの位置だ。

「――こそこそしているあたり、伝令ではないな」

「一般人相手ならあの程度の魔術で充分だろうが、私たちが相手ではな」

　御者が何も言わずに寄宿舎に向かっていることからも、一般人には察することができないことは自明だろう。

「行き先はわかりきっているのだから、いちいちつけ回さなくてもいいだろうに」

「そうじゃないなら、そろそろ向こうから仕掛けてくるか？」

「そうだろうな」

　音消しの魔術を打ち消す。

　馬がいなないた。

　ガタンと大きく揺れたかと思えば馬車が加速する。

「おっと、そうきたか」

　先頭を見やれば、御者が気絶しているのが目に入る。振り落とされないようにザイフリートが御者を固定するための魔術を使う。

「――馬に魔術がかけられているが、解除できない」

「幾重にも魔術がかけられているな。気づかなかった」

　レオニーが馬に働きかけようとしたがうまくいかない。ザイフリートも同様に試みたようだが失敗に終わったらしかった。

　分岐の道を寄宿舎とは別の方向に曲がる。

「市街から離れていくな……」

　窓の外を見て、ザイフリートがつぶやいた。

「どこに行くつもりだ？　このまま川なり崖なりに落とされるとか？」

「落とされたところで、とどめはさせないだろ？」

　それはそうである。レオニーは空中を舞う魔術を得意としているし、ザイフリートも防御魔術には長けているので水の中に沈められようと高所から落とされようと、簡単にはやられない。

「一般人ならばひとたまりもないはずだ」

「誰が乗っているのかわかっていて、そういうベタな方法は選ばないだろ」

「む……巻き込まれた御者と馬が気の毒だな」

　次の手を打つためにレオニーは手を動かす。魔術を確実に発動させるための予備動作だ。

　それを見て、レオニーの作戦がなんなのかザイフリートも理解したらしい。彼もまた、レオニーの魔術に備えて手を動かす。

「怪我をさせたくない。飛ばすぞ」

「了解」

　車体が浮いた。正確には、馬ごと宙に浮いている。

　地面から離れたことによって、馬車は停車した。レオニーとザイフリートは馬車から外に出る。

　御者はザイフリートの魔術で椅子に固定されているし、馬は興奮状態で足を動かしているが地面から離れているので宙を蹴っているだけだ。

「馬……元気だな」

「気絶させようかと干渉しているんだが、弾かれてしまってどうにもならない。必要以上に体力を奪ったら衰弱死してしまうだろうに」

「なら、魔術師の方をどうにかするのがいいか」

　周囲は森だ。街道の途中で往来はなく、月の光がかろうじて道を照らしている。後ろをつけていたのは魔術師が三人。自身を強化して潜んでいるらしかった。

「手早く行くぞ」

　予備動作も詠唱もなしに雷撃が地面を走る。眠りにつこうとしていた鳥や獣が一斉に動き出した。

「そこだな！」

　ざわめきがない一帯に向けて雷が落ちた。何か大きなものが動く気配がある。

「まあ、対策済みってことか」

　レオニーが雷撃を最も得意としていることは有名である。誰を襲うつもりでいるのかわかっているなら、それを封じる対策を怠るわけがない。

「そこでこれだな」

　ザイフリートが魔術を放つ。森全体を強烈な光が走り抜けた。

「ぎゃあっ！」

　悲鳴と共に地面に何かが落ちる音が三つ。

　森は静まった。

「連携を考えておいて正解だったな」

　レオニーは閉じていた目をゆっくりと開ける。少し離れた場所に一人の黒づくめが落ちているのが目に入った。

「そもそもは暴走時の無力化を想定してのものだろうが」

　ザイフリートが森の中に分け入って、別の黒づくめを引っ張り出した。動かないが気絶しているだけだ。

「役立ってなによりだ」

　レオニーも森の中に潜んで気絶していた黒づくめを街道まで引っ張り出す。三人の無力化に成功した。

「で、こいつら何者なんだ？」

　勝手なことをしないように、蔦植物で作った縄で追跡者たちを縛る。黒づくめたちは顔を隠していたので頭巾を取って顔を確認するが、いずれも若い青年で顔見知りではない。

「ん？　待てよ」

　ザイフリートは彼らの顔を覗き込む。じっと見つめて、ふむと腕を組んだ。

「レオニー、こいつら、見覚えがないか？」

「ん？」

　改めて顔をよく見たが、レオニーはピンと来なくて首を傾げただけだった。

　ザイフリートはあからさまにため息をつく。

「受験生の顔は覚えておけって。いつかは後輩になるかもしれないんだから」

　そう指摘されて、レオニーはようやく思い出した。自分たちの担当の班にいた顔ではなかったからすぐにわからなかったが、彼らは最終試験に参加していた受験生たちだ。

「なんで彼らが？」

　受験生の顔に似せているだけではないかと疑って魔術がかかっていないか解析をしたり、物理的に皮を被っていないかレオニーは確認をした。偽装の気配はない。

「それは上に調べてもらおう。俺たちの仕事じゃない」

　馬が走ってくる音がする。明かりが遠くに見えた。魔術師団員が駆けつけてくれたらしい。

「到着が早いな」

「つけられているとわかった段階で連絡はしてある」

「いつの間に」

　レオニーが驚いていると、ザイフリートはウインクをした。

「レオニーが呪具を使ったときに、さ」

「む……ほんと、君は手際がいいな。魔術師団員としての任務が始まったらすぐに出世しそうだ」

　――私だって、先のことを予測して動いているつもりなんだが……ザイフリートのほうが数手先まで考えて動いているんだよな……。

　実践という意味では、魔術師団に入団する前のベレンガルと一緒に行動した経験が生きているはずだが、事あるごとにザイフリートに先んじられている気がした。

　ザイフリートは肩をすくめる。

「伯父上の名が知られている以上、手は抜けないだろ。実力を示さないと、贔屓だと言われちまう」

「心掛けだけでもすごいのに、成果も出せるんだ。ザイフリートが誇らしいよ」

「レオニーだって負けじと頑張っているだろう？」

「私は張り合っているだけだ。矜持には程遠い」

　結果がついてきているとは思えなかった。評価はされているだろうが、レオニーが求めているのはもっと高みであり、そこに向かって進めているという自信はない。迷走しているんじゃないかとさえ感じてしまう。

　――そんな私と比べたら、ザイフリートは。

　レオニーがじっとザイフリートを見つめていたら、頭を撫でられた。

「謙遜するなよ」

「普段は謙虚になれとうるさいくせに、よく言う。これでも大人の振る舞いをしようと努めているのだ」

「それはいい心がけだ」

　レオニーたちが笑い合っているうちにベレンガルが追いついた。

　――ん？　お兄様ははじめからこうなることを予想していた……？

　あまりにも到着が早いことにレオニーは疑問を抱く。市街の境界には魔術師団の駐屯地もあるのでそこから番をしている魔術師が派遣されるのだろうと思っていたのだが。

「これから先は僕が引き受けよう」

「お兄様は察していたのですか？」

「直感としてはあったよ。だから、連絡がこないことを祈っていた」

　レオニーの問いにベレンガルはにこやかに返す。

「お兄様は犯人の目星がついているんですか？　私たちがどうして狙われているのかも、ご存知なのでは？」

「そこまでは知らないよ。犯罪を行う人間の心理なんか知ったことか」

「む……」

　経験と勘で動いているということらしいが、それだけで判断しているともレオニーには思えなかった。おそらく彼は何かを掴んでいる。

「あなたはそう言うが、俺たちを囮にしたってことじゃないのか？」

　そう告げたザイフリートの声には怒気が孕んでいるように感じられた。顔はいつものように落ち着いた表情なのに、目は怒っている。

「可愛いお前たちを囮になんてできないよ」

　返事をするベレンガルは笑っていたが、どこか取り繕ったもののように感じられる。

　ザイフリートは自身の拳をさらに強く握った。

「そろそろきっちりと決着させて欲しい。話が違う」

　大声になりそうなところを、ザイフリートはかなり抑えて告げたらしかった。苛立ちが声に滲んでいる。

「僕だってこんなに長引くと思っていなかったんだ。悪いね」

「どうだか。泳がせておいて、俺たちの評価をしているんじゃないのか？」

「それは君の伯父上に言ったらどうかな」

　――ダヴィッド様に？

　ザイフリートにベレンガルが返したことで、指示がどうも団長から来ているらしいことが示された。レオニーにはよくわからなかったが、ザイフリートはそれで唇をぎゅっと引き結んだ。

「とにかく、ここは僕に任せてお前たちは今度こそ寄宿舎に戻るといい。護衛が必要なら手配しよう」

「いや、そこまでしなくていい」

　ザイフリートが返事をしないので、レオニーがベレンガルに返した。

　ベレンガルは肩をすくめる。

「おや、僕は信用を失ってしまったのかな」

「お兄様が何を考えて動いているのか知りませんけど、魔術師団の内部でもいろいろあるのだろうということは察しました」

「そうだね。派閥争いがあるからね、よく周囲を見て誰を味方につけるか考えたほうがいい」

　唇の動きと音声が違う。この場にいるのはレオニーとザイフリートとベレンガルだけのはずなのに。

　――誰かが見ている、あるいは聞き耳を立てているということ？

　人間の気配はないが、魔術や道具で音声を拾うことは可能なのだろう。警戒しておくに越したことはない。

「行こう、レオニー」

「わかった、ザイフリート」

　ベレンガルに自分が乗ってきた馬を使っていいと言われたので、素直に借りて寄宿舎を目指した。
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「――君は密命を帯びているのか？」

　月が天頂に届く前に寄宿舎に戻ってきた。部屋に着くなり音が外に漏れないように魔術を展開して、レオニーは尋ねる。

「そう思っているなら、問わないほうがいい」

　つまりはレオニーの問いに肯定したのだろう。

「いつから？」

「入団試験のときから」

「そうか……」

　これ以上具体的な話をしたら、危険かもしれない。レオニーは聞き出すのをやめてベッドに横になった。

「任務が早く終わればいいな。荷が重いのだろう？」

「厄介なほうはとにかく、君と一緒の部屋で研修を受けることも任務の一環だからな。すぐには終わらん」

　ザイフリートの言葉に、レオニーへ小さく笑う。

「私のお目付け役なのか」

「監視役というか……俺の理性が試されているだけだと思う」

「理性、か」

　それはどういう任務なのだろうか。真面目な口調でザイフリートが返すので、それは冗談ではないようだがレオニーにはよくわからなかった。

「だが、別にザイフリートは私に欲情しないのだろう？　常日頃盛っているような人間ばかりではないと信じているが、ザイフリートは私の身体に触れたいとか暴きたいとか、そういう欲は薄いと思うのだが」

　無反応ではないことは知っているものの、レオニーが無防備に誘惑らしいことをしてもザイフリートは揺るがない。普段の生活を見ていても、ほかの研修生たちのような性的な視線を向けられることはないのだ。

　――入浴も一緒なのに……いや、毎回一緒だから見慣れてしまったのか？

　すると、ザイフリートは大きくため息をついた。

「抑えているだけだ。研修中に妊娠したら、君は除隊されてしまう。避妊だって確実じゃないし、堕胎は体の負担が多い。君の夢を奪うようなことはしたくない」

　その返事に、レオニーは驚いた。真面目すぎる答えだ。

「あ……うん。気遣われていたのか……」

「なんだよ、嵐の夜にあれだけ親密なことをしたのに、俺がどれだけ君を大切にしているのか伝わっていなかったのかよ」

　むすっと、珍しく年相応な表情をザイフリートがした。魔術師団員の研修生として振る舞う姿はいつだって大人びていて素敵だと感じていたが、自分の知っている彼ではないようでレオニーは寂しく思っていたのだ。思わず苦笑する。

「拗ねないで欲しい。あの日以降、あまり触れ合ってこなかったから、その、幻滅されたのか、と。快楽に身を委ねたいばかりに行きずりの男を誘うような女だぞ」

「それは薬のせいだろう？」

「だとしても――って、私はそのときの状況を君に説明したか？」

　身体を委ねた相手がいる話はしたが、そのときの詳細をザイフリートには言っていない気がする。薬のせいだの魔術のせいだのと話したところで言い訳にしか聞こえないだろうから、事実だけを伝えたはずだ。

　ザイフリートが顔を背けた。

「言葉のあやだ。忘れてくれ」

　ザイフリートもベッドに横になる。レオニーに背を向けた。

「お兄様から聞いたのか？　あの日のこと」

「まだ答えられない」

　――まだ、か。

　ザイフリートは明確な答えを持っているのだろう。それがわかれば追及の必要はない。

「わかった」

「レオニーにしてはあっさり引くんだな」

　ほっとした様子でこちらを見たので、レオニーは肩をすくめた。

「私をなんだと思っているんだ。いつまでも子どもっぽい態度はどうかと思って改めているところだ」

「現在進行形か」

「成長中なのだ」

　胸を張って返せば、ザイフリートは楽しそうに声を立てて笑った。

「……笑うことはないと思う」

「拗ねるなよ。可愛いと思ったんだから」

「可愛くなどない」

「俺の腕の中にいる君ももちろん可愛い」

「なっ……」

　触れ合った日のことが瞬時に記憶から蘇り、肌が上気した。体が熱い。

「俺の背も伸びたからな、また抱き心地が違うんだろうな」

「……試してみる？」

「いや、やめておく」

「遠慮するな」

　レオニーはベッドを抜け出してザイフリートのベッドに近づく。ザイフリートが上半身だけ起こした。

「なんだ、そういう気分なのか？」

「口づけくらいなら日常的にしても許されると思うんだ。婚約者なんだし」

　想い合う仲なのだ。触れ合いがまったくないというのは寂しい。それを言葉にしてしまったら止まれなくなりそうで、レオニーはずっと秘めてきたのだ。

　ザイフリートは自分の膝あたりに視線を落とす。何か思案しているようだ。

「口づけだけか……」

「何かしたいことがあるのか？　最後までは……研修が終わるまでとっておきたいのだが」

　望むことがあるなら話し合いをしながら関係を進めたい気持ちはある。体が疼くのだ。

　ザイフリートがレオニーを見て首を傾げた。

「結婚するまで取っておかなくていいのか？　妊娠したら休職だろう？　そしたら、昇進に響く」

「たぶん、私が耐えられない」

　素直に想いを吐露すれば、ザイフリートは目を瞬かせた。困っている。

「そう、なのか……」

「確実ではないにしろ、避妊はしてもらう。だが、頑張った褒美が、その、欲しくて」

　このくらい言っても問題はないだろう。ザイフリートは真面目すぎる男だ。こういう約束をしなければ、彼は彼の信念を貫こうと努めるだろう。

　――私も忍耐力を試されているのだろうか……。

　レオニーがもじもじしながら告げれば、ザイフリートはますます驚きの表情を強めた。

「褒美になるのか？　俺、慣れてないし」

「勉強しているんだろう！　その成果を試す相手は私であって欲しいんだ」

　真面目に返せば、ザイフリートはぷっと吹き出して笑った。

「自分で何を言っているのかわかってるのかよ」

「じゃないと、ほかの男を誘うかもしれないだろう？」

「それはない」

　ザイフリートがレオニーの腕を取って引き寄せる。力強く、でも加減を誤りはしない優しさで引き寄せられたかと思えば、ベッドに押し倒された。

　ザイフリートの榛色の瞳に見下ろされると、臍の下がキュンと疼く。

「……なぜだ？」

「いずれわかるさ」

　口づけられて優しく胸を揉まれる。気持ちがいい。

　――この感覚がほしかったんだな……。

　唇が離れる。

「ザイフリートは胸が好きなのか？」

「う……たぶん」

　指摘されるまでそういうことを考えたことがなかったといった反応である。

　――戸惑うのか……可愛い。

　慣れていないと自ら告白するザイフリートなだけあって、言動が一致している。そういう態度がレオニーを安心させた。

「――どうも君に揉まれると大きくなるっぽくてだな……。そろそろ制服を新調しないとまずい」

「大きめのものにしろって忠告しただろ」

「そう何度も買い替えるものでもないだろうが」

　訓練や研修で汚れたり傷ついたりしたならまだしも、胸が大きくなったから新調したいだなんて恥ずかしい。筋肉と脂肪がついて体重が増えたからのほうがマシだ。

　――こんなはずでは……。

　ザイフリートが微笑んだ。

「俺はちょうど良くなったぜ。そう思わないか？」

「入団祝いのパーティのときと比べたら、すごく様になった」

「そうだろ？」

「制服が見合うようになりたいという心の表れだったってことか」

「成長してみせるという誓いだ。……子どもっぽいが」

　レオニーは首を横に振った。

「ザイフリートらしくて格好いい」

「俺らしいってなんだよ」

「私が好きなものだよ」

「それこそ、なんだよ」

「照れるなよ」

　そう返して、レオニーはザイフリートの首に手を回して口づけるのだった。
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　入団祝いのパーティは賑やかなものだ。今期の新人も期待が高まっているらしい。

　――私もうかうかしていられないな。

　研修期間はあと一年だ。後輩の面倒を見るような仕組みにはなっていないが、寄宿舎で顔を合わせることはある。様子を窺っておく必要はあるだろう。

「レオニーはお酒は飲むなよ」

「ザイフリートは？」

「俺も遠慮しておく」

「そうか」

　ジュースの入ったグラスをあおって、ザイフリートが会場を警戒して見つめている。任務中ということのようだ。

「やあ、可愛い妹よ」

　上機嫌な様子で近づいてきたのはベレンガルだった。手元にはグラスがある。お酒が入っていることを瞬時に魔術で解析した。

「お兄様はお酒ですか？」

「おや、その距離でその指摘をするということは、ちゃんと学んできたということかな」

「同じ轍は踏まないってことです」

「感心感心」

　今年も魔術師団員の代表として演説をしたベレンガルは、今日の大仕事を終えたらしかった。

　そんなベレンガルはグラスの液体をゴクっと飲み干して、ザイフリートに射抜くような視線を向けた。

「それで、動きは？」

　口元の動きと発声が異なる。

　レオニーは自分に向けられていないときには気づきにくかったベレンガルの言動を、今は見抜けるようになっていた。ベレンガルがレオニーを引き入れるために魔術の警戒を緩めたわけではないことも察せられるから、自身の成長を感じるのだ。

「薬物の混入が認められる飲み物が幾つか」

　ザイフリートも口元の動きと発声が違う。

　――なるほど、前からこうして私の前で雑談をするふりをしてやり取りしていたのだな。

「……無差別、ではなさそうだな」

「以前はお酒にのみだったのですが、今回はジュースのほうですかね」

　――ん？　お酒は安全だけど、ジュースはだめなのか？

　飲む物は慎重に、魔術で解析をした上で選んでいる。さっきザイフリートにさりげなく別のものをお勧めされたが、そういうことだったのだろうか。

　――気づかなかった……まだまだ未熟だな……。

　ザイフリートとベレンガルのやり取りは続く。

　二人とも器用だ。口元の動きは当たり障りのない日常会話である。今日のお酒はどこのものであるとか、香りがいいとか味の好みとか、そんな感じの話を交わしている。

「薬物を飲ませることが目的ではなく、仕込みである可能性が高い、か」

　ふむと唸ってベレンガルが問えば、ザイフリートが頷いた。

「同じ轍は踏まない」

「侮られているよなあ……はあ」

　大きなため息をついて、ザイフリートはレオニーの腰を引き寄せる。

「うん？」

「ちょっと付き合って欲しい」

「構わないが……？」

　ちらっとベレンガルを見やれば、彼はひらひらと手を振っていた。

「行くぞ」

　恋人をエスコートするようにザイフリートに誘導されると、ちょっとくすぐったく感じるのだった。
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　案内されたのは休憩所として用意されている小部屋だった。

「ザイフリート、どうしてここに？」

　扉がきちっと閉められる。薄暗い部屋に二人きり。誰かと待ち合わせているわけではなさそうだ。

　――探知の魔術でも人はいないし、魔術も特にかかっている様子はなし、と。

　前に面倒ごとに巻き込まれて以降、知らない部屋に入るときは探知の魔術を使う癖がついていた。ほっとしていると、ザイフリートがレオニーの耳に唇を近づける。身長差を感じた。

「この部屋、見覚えがあるだろう？」

「うん？」

　問われて、レオニーは目を凝らす。そして歩いてきた道のりを思い浮かべた。

　――来るときはわからなかったが……この部屋って。

　部屋に入るまでの道を順繰りに思い返せば、間違いなく見覚えがある。

　レオニーはザイフリートを見て、距離を取った。

「待て。どうして君がそれを知っているんだ？」

　この部屋から出たことをザイフリートは知らないはずだ。ベレンガルにも伝えていなかった情報なのに。知り得ようがないはずなのに。

　混乱するレオニーに、ザイフリートは苦笑した。

「詳細は伏せるが、その上でひと芝居打ってほしいんだ」

「どういうことだ？」

　部屋を確認している間に魔術で音漏れを防いでいたらしい。空気が変わる。

「狙いは一貫してレオニーのようだ。しつこさにも程がある」

　辟易しているのがわかりやすい。ザイフリートはため息をつく。

「私が狙われている？」

「理由はわからないが、な。ここで待っていたらたぶん来ると思うんだ」

「はあ」

　誰をおびき寄せようとしているのかはわからないものの、ザイフリートにはある程度の目星がついているのだろう。

　――お兄様も知ってるのか。

　どんな芝居を打つ必要があるのかと首を傾げると、ザイフリートはレオニーをさっと横抱きにしてベッドに下ろした。

「ん？」

　見上げると、榛色の瞳にレオニーの顔が映ったのが見えた。

「ザイフリート」

　魔術が解かれる。部屋の音が外に漏れるだろう。

　――この顔。

　胸がドキドキする。肌に触れる時の顔だ。

「君はいつものようにしてくれればいい」

　音声と口の動きが違う。いつものようにとはなんだと聞く前に唇を塞がれた。

「んっ……」

　舌が絡まり、唾液が混ざり合う。ザイフリートの唾液は甘い香りがした。

　――いつものように……？

　まだパーティ中だというのに、部屋に入ってこんなことをするのはよくない。ザイフリートは任務中だったのではなかろうか。

　疑問に思っていたのは口づけをされていた間だけで、彼の指先が濡れた秘部に触れればその快感に意識が持っていかれる。

「やっ、まだ……」

「君は本当に感じやすいんだな。魔術を使ってもいないんだが……」

　ザイフリートの声には余裕がある。

　――乱れているのは私だけ……。

　感じやすい粒を指先がこねくり回すと甘い声が漏れ出した。的確な刺激を受けると官能に意識が支配される。

「……脱がそうか」

　彼の手がスラックスにかけられて、レオニーは慌てて手で押さえた。

「そ、そこまではっ」

「このまま続けたら、制服が汚れるだろ」

「案ずるな、マントがある」

　真面目に返したら、ザイフリートが吹き出して笑った。

「マントはそのためにあるんじゃないぞ」

「はわっ、待て」

　スラックスが下着ごと引き抜かれる。

「レオニーは俺に身を任せて欲しい」

　口づけをされる。濡れた音が部屋に響いて、淫靡な気持ちが湧きあがる。

「いい子だ……レオニー、イッて？」

「ひゃぁんっ」

　全身を快感が走り抜けて、緊張して弛緩する。はぁはぁと荒い息を繰り返すレオニーを見下ろしながら、ザイフリートは濡れた指先を口に含んで拭った。

「――耐えるのも考えものだな」

「ザイフリート」

「続きは帰ってからだ」

　ザイフリートの手が横に薙ぐ。

　扉が勢いよく開いた。

「――それで、俺はあんたのご期待に沿えたのか？」

「…………」

　返事はないが、廊下の明かりの都合で外に誰かが立っているのはわかった。シルエットが小柄であることからして、それは女性だろう。

「レオニーにこだわるのはなぜなんだ？　王太子妃になれるなら名誉だろう？　ここでレオニーに付き纏って騒ぎになれば、面倒な女として王太子妃候補から外される。そうなれば、親も黙っちゃいないだろ」

「…………」

　相変わらず返事はないが、影が揺れるのはレオニーから見えた。

　次の行動に備えて、レオニーはそっと乱れた衣服を整える。見やったザイフリートは全く服が乱れておらず、レオニーはモヤっとしたものを心に抱いた。

「ヒンメル家から追い出されることも考えられる。あんたにメリットがあるとは思えない」

　ザイフリートはベッドから降りてゆっくりと扉に近づいていく。

「それとも、誰かに命じられているのか？」

「……あら、あたくしの独断じゃないと言ったら、見逃してくださるの？」

　扉の前に顔を出したのはエーリカだった。堂々とした佇まいで立ち、広げた扇子で口元を隠している。

「それはないな。証拠は揃っている。実行犯には違いない」

「そう。それは残念」

　甘ったるい声。レオニーは頭痛を感じて額に手を当てる。

　――これは、魔術？

　ザイフリートには異変はないようだ。臆せずエーリカに手を伸ばし、扇子を奪ってはたき落とした。

　エーリカが驚愕の表情を浮かべる。

「あたくしの魔術が効いてないの？　薬を飲んだのも見たのよ？」

　――頭痛がひいた？　あの扇子が呪具だったのか。

　拾えないようにザイフリートは扇子をしっかりと踏みつける。破壊しないのは証拠品だからだろう。

「ああ、飲んださ」

「あたくしを騙したの？」

「あいにく俺は魔術だけでなく薬も効かないんだよ」

　胸ポケットから呪具を取り出して使用する。ザイフリートが使ったのが録音の魔術だとすぐに分かったのはレオニーと一緒にその呪具を作ったからだ。隠蔽の魔術も発動しているので、録音されていることは巧妙に隠されている。

「なっ！」

　エーリカは驚愕の表情を浮かべた。

「薬を盛って抵抗しにくくしたところに、精神干渉系の魔術をかけて言いなりにする、といったところか」

「嫌ですわ。言いなりにするだなんて人聞きの悪い言い方をなさらないで。あたくしのお願いを聞いてくれるようになるだけよ」

　はっきりとエーリカは言い切った。自供は取れただろう。

「それで、あんたの願いはなんだったんだ？」

「そもそも、あたくしは王太子妃の立場など求めていないの。この魔術特性を知った人間があたくしを利用しようとしたり顔で寄ってきたわ。陛下だってそう。外交で有利になるからと、両親を説得しているのを知った」

「それで？」

「あたくしはあたくしの能力の限界を知ってる。彼らが考えているほど便利なものじゃない。幻滅されたら始末されるのはあたくしでしょう。そんなのはごめんだわ」

　言い方からして、エーリカなりに必死に抵抗した結果なのだろうことは察せられた。

　――確かに、始末される可能性は高い、か……。

　魔術師としての特性を伸ばすことはある程度は可能である。だが、魔術師の魔力量によってできることには限界があるのだ。おそらくそれを、エーリカは悟ってしまったのだろう。

　自分にできることとできないことを見極めることは、研修中にも散々やらされる。自分の力量を誤って事故を起こさせないためだ。レオニーもたくさん学んだが、エーリカもそうなのだろう。

「――それで、レオニーを狙ったのは？」

　ザイフリートが問えば、エーリカはレオニーに目を向けてにこりと微笑んだ。

「好きだったのよ。男は野心のためにあたくしに言い寄ってくる者ばかりでげんなりしていて。そんな日々を送っていた中で、レオニー様の活躍を耳にしては心を躍らせていたわ。女性でありながら、騎士のように強い人。あたくしのものになってほしかった。自分の魔術で虜にして護衛にしようって思っていたのに、交流パーティにはいらっしゃらなくて接点を持つこともできずじまい。警戒心の薄いうちに籠絡させるつもりでいたのに、せっかく一緒になった寄宿舎ではみんなレオニー様に夢中でしょう？　やりにくいったらありゃしない」

　エーリカは皮肉を込めた笑みを浮かべた。

「それはお生憎様だったな」

「あなたも邪魔だった」

　睨まれたザイフリートは頬を掻きながら苦笑する。

「それはそうだろうな」

「……あたくしをここにおびき寄せて、それを聞きたかったの？」

「それもあるが、それが全てじゃない」

　ちらっとレオニーを見やって、ザイフリートはまっすぐエーリカを見つめる。

「というと？」

「レオニーは渡さないという宣戦布告だ」

　その宣言に、エーリカはきょとんとして目を瞬かせた。そして不満げに、苛立ちをあらわにした。

「あなたの惚気を聞かされるためだったなんて、どうかと思うわ」

「そういう意味では、あんたの盛った薬は無駄ではなかったんじゃないか？」

「理性を奪うものですものねえ」

「なるほど」

　声は別のところからした。

「うっ」

　エーリカがベレンガルに後ろ手で絞められていた。

「同行いただけるかな、エーリカ・ヒンメル」

「乱暴はしないでくださいませ。もう逃げはしませんのに」

　苦しそうな顔でエーリカが訴えると、ベレンガルはニコニコとした。

「魔術を使用されては困るからね。君が呪具なしに精神干渉系の魔術を使えるという報告は出ていないが、念のために」

「あら、そこまで調べがついていらっしゃるとは」

「いい子にしていられるなら、取引に応じられるよ」

「ふふ、面白いことをおっしゃるのね」

「悪い話ではないはずさ」

　エーリカを連れてベレンガルは立ち去る。遠いところで足音が複数している。ベレンガルの部下たちと合流したのだろう。

　レオニーは大きく息を吐き出した。

「……それで、私は見せ物にされたというわけか」

「ひと芝居打って欲しいと頼んだはずだが？」

「それは聞いたが、承諾していない」

　流されてしまっただけである。不満げに告げれば、ザイフリートは頭を掻いた。

「あー、そこは、うん、すまない」

「だから、続きを所望する」

「続き？」

　そんなことを求められるとは思っていなかったような顔をしてザイフリートに問われた。レオニーはじっとザイフリートを見つめる。

「あの夜、私に触れたのがザイフリートだったのだと、証明してほしい」

　答え合わせがしたいのだ。あの日の謎が解ければ、レオニーはもっと素直にザイフリートに身を任せられる。事件の犯人が捕まったのであれば、隠す必要はないはずなのだ。

　レオニーの求めに、ザイフリートは困った顔をした。

「今夜はやめておかないか？」

「どうして」

　ザイフリートは頭を掻きながら視線を逸らす。

「……エーリカ嬢のいる手前、言い切ってしまったが、その、薬品を完全に無効化するには魔術が必要なわけで」

「うん？」

　なんとも歯切れの悪い言い方である。レオニーが訝しげに見つめれば、ザイフリートは真っ赤になっていた。

「だから、察してくれ！」

　レオニーのそばにザイフリートは立ち直して手を取る。その手を股間に導いた。

　硬く突き上げるものがスラックスの下にある。

「これは？」

「……いいか、レオニー。君と深く口づけたせいで、俺の口の中に残っていた薬品の効果が君に出ているのだろう。つまり、君の反応はそういうものだ」

　――それはそうかもしれないけど！

　お互いがそういう気分ならいいじゃないかとレオニーはザイフリートを見上げる。

「どんなに誘惑してもこうはならなかったじゃないか」

「だから、犯人を捕まえて気がゆるんだら、抑え込めなくなったんだよ！」

「ああ、なるほど」

　どれだけ我慢を強いられていたのだろう。愛しく思える屹立から手を離し、レオニーは納得した。その気がないなら、無理に迫るのはよろしくない。

　ザイフリートは静かに語る。

「俺はまだ研修中の魔術師だ。制御が完全ではない」

「私だってそうだが？」

「誘惑した責任をとって、鎮めるために協力しろよ」

　ベッドに押し倒された。

　――なんだ、嫌がっているわけじゃないのか。

　レオニーはザイフリートに微笑みかけた。

「それなら、付き合おう」

　甘い口づけに意識は溶かされていく。
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　数日後。

　管理人室でベレンガルからことの顛末を聞かされた。

　エーリカは親の命令でこっそりと魔術師団入団試験に紛れ込み、優秀な魔術師の卵を探していたらしい。魔術師団で知識と力を身につける前に洗脳して自分たちの兵隊を用意しようと目論んでいた。そのために精神に干渉した結果、エーリカが未熟だったばかりにしばしば魔力暴走の事故が起きていたという話らしい。なお、証拠はいくつか上がっている。

　去年の入団を祝うパーティでエーリカがレオニーを襲ったのは、あの場で真っ先に薬入りのグラスを見抜いていたからだという。もともとレオニーを支配下に置きたいと思っていたことも手伝って、エーリカの独断で接触を試みたとのこと。

　最終試験の後に受験生たちをけしかけたのは、レオニーがパーティで相手をしてくれなかった腹いせと、自分の魔術がどこまで使えるのかを確認するためだったとのことである。入団試験での活動で薬と呪具で魔術を補強することができることはわかっていたものの、どの程度のことまで操れるのかはまだ未知数であり、試す機会が欲しかったと述べている。

「――とりあえず、報告は以上だ。極秘任務お疲れ様。この活躍を評価して、残りの研修は二人とも免除できるって話だけど、どうするかな？」

　ベレンガルがにこやかに尋ねてきた。

　レオニーとザイフリートは顔を見合わせる。

「私は活躍というか、ただ巻き込まれただけなのだが」

　素直に返せば、ベレンガルは苦笑した。

「お前に教えてしまったら、情報が漏れてしまう懸念があったからね。レオニーは体質的に薬にも精神干渉系の魔術にも弱いから」

「そんなことは」

　ひどい評価である。エーリカの術中にハマったことは失策だったが、別にほかの場面で大きな失態は犯していないはずだ。

　不満げに告げれば、ベレンガルは立てた人差し指を軽く横に振る。

「だって、お前は自分がどうして雷を苦手にしているのか、思い出せないのだろう？」

「思い出せますよ！　お兄様と遠出をしたときに雷が落ちてきて、その威力にびっくりしたからです」

　すぐに返せば、ベレンガルだけでなくザイフリートも首を横に振った。

「それが違うんだ」

「どういうことだ？」

「ベレンガル様、もう教えても？」

「うん。研修が終わるまでには明かすつもりだったから構わないさ」

「じゃあ、俺から」

　ザイフリートが挙手して、咳払いをした。

「あれはまだ俺たちが小さかった頃の話だ。三人でこっそり屋敷を抜け出して丘まで遊びに行ってさ。そこでレオニーは魔力暴走を起こしてしまった。暴発したレオニーの魔力が雷を生んで、ベレンガル様に向かった」

「ええ？」

　全く覚えていないが、頭の奥がズキンと痛む。

　――本当に？　覚えていないわけが……。

「あれが当たっていたら、僕は即死だっただろうねえ。そのときにザイフリート君がいてくれたおかげで、雷を無効化してもらえたんだ」

「俺が防御に徹したおかげで、ベレンガル様の手でレオニーを抑えることに成功して、今に至る。……少しくらいは思い出せたか？」

　雷が落ちた先が大木ではないことは薄っすらと思い出せた。記憶がいじられているのは真実のような気がしてくる。

「なんで、私は記憶を改変されているんだ？」

「自分のしでかしたことの重大さに心が耐えられなかったからだ。危険に晒したことをひどく責めた。有望な魔術師の未来を奪うくらいなら、記憶をかき消して然るべきときが来たら語ろうとなったわけだ」

「そんな。途中でそれに気づいたらどうするつもりだったんだ？」

　何かの拍子に全てを思い出したら、混乱のまま魔力暴走を引き起こしたかもしれないのだ。今度は犠牲が出たかもしれない、そのくらいの危険があった。

　ザイフリートがぽんぽんとレオニーの肩を叩く。

「だから、俺がずっとそばにいただろう？」

「見張っていたってことか？」

「心配していたんだ。俺も、ベレンガル様も」

「義兄って呼んでもいいよ？」

「そういうのは待っていただけませんかね？」

　レオニーは思わず苦笑する。ベレンガルはレオニーを溺愛しているが、ザイフリートも高く評価しているのだ。

　――っと、話を逸らされるところだった。

　思い出したことがある。確認せねばとレオニーは挙手する。

「って、そこじゃない。そういう魂胆があったなら、なぜ寄宿舎を分けたんだ？　私のそばにザイフリートがいた方が都合が良かったんだろう？」

「エーリカ嬢の監視のためにレオニーには向こうにいてほしかったんだ。僕の配下の子もお前たちの上官として配置していた。だが、騒ぎが起きてしまっただろう？　レオニーを通じてエーリカ嬢の様子を聞き出すのは不可能と判断して引き上げた」

「まあ、結果として向こうからこっちの寄宿舎の研修生を操って探りを入れてきたんだから、ありがたかったけどな」

「うんうん。あれは幸運だった」

　ベレンガルは何度も頷いてしみじみと応える。

　同期の研修生に呼び出されて襲われたことがあったが、ザイフリートの口ぶりからするとあれの裏にいたのもエーリカだったということのようだ。

「他に聞きたいことは？　なければ、今後の進路について聞かせてほしいな」

「ここで飛び級することを望んだら、ベレンガルお兄様の下ではたらくことになるんですよね？」

「おや、鋭いねえ」

「だったら――」

　レオニーはザイフリートに目配せをする。ザイフリートは頷いた。

「研修生活を満喫しておこうと思います」

「俺も、ここに残ります。申し出は有難いが、レオニー一人をここに残すわけにもいかないし」

　――もっとほかの言い方があるだろう！

　ザイフリートはにこっと笑ったが、レオニーは小さく膨れて不満を表現した。

　ベレンガルは苦笑する。

「あー、そうか。残念。ま、気が変わったらいつでもおいでよ」

「しばらくは極秘任務もしたくないな。レオニーに黙ってるの、キツかったんですよ」

「ザイフリート君なら楽勝だったと思うけどね」

「買い被りですよ」

「命の恩人だからね、期待くらいさせてくれよ」

　ベレンガルはニコニコしているが、言葉の節々に棘が感じられた。自分の思うようにならなくてイラついているといった様子だ。

　レオニーはクスッと小さく笑う。

「お兄様はすぐに別の任務に行かれるんですよね？」

「もう始まっているよ。明かすことはできないけど」

「ここで時間を潰していないで、そっちに向かわれては？」

「可愛い妹との逢瀬の時間は大事だよ」

「私にはザイフリートがいるので、ご安心ください」

　そう返して、レオニーはザイフリートの腕に手を通した。ザイフリートが戸惑っているのは、さりげなく胸を押し当てたからだろう。

「可愛い妹を取られたみたいで複雑な心境だよ、ザイフリート君」

「婚約者としてちょうどいいと推薦したのはあなた様だったんじゃないですかね？」

「想像以上に頼もしい存在に成長してくれて喜ばしいことだが、やっぱり複雑だなあ」

「不毛だぞ、このやりとり」

　レオニーが間に入ると、ベレンガルは残念そうな顔をしたのちに笑顔を作った。

「研修を終えたらすぐに結婚するように親たちを急かすつもりだったが、一年は待とうか」

「そうしてください。一年間でもっと成長してみせますよ」

「そうだな、レオニー」

「お腹ばかり膨れさせるなよ？」

「その心配は不要です」

　ザイフリートがはっきりと返した。

　妊娠はしないように気をつけていくことについてはザイフリートと話し合いがついている。双方が望んでいるのだから問題はないだろう。

「腹は心配いらないが、胸は大きくなるかもしれないな……」

　ついボソッとレオニーが呟くと、ベレンガルの眉毛が跳ねた。

「ん？」

「レオニー、余計なことは言うな」

「ふむふむ、いちゃつくのもほどほどにな」

「ベレンガル様も、婚約者のところに顔を出した方がいいんじゃないですか？」

「む……」

　饒舌なベレンガルが黙ってしまったあたり、仕事にかまけて婚約者の相手をしていないに違いない。

　レオニーには興味がないことだったが、ザイフリートはベレンガルとやり合うために弱点を探っているのだろう。

「お兄様も、結婚は急がれたほうがいいですよ」

「お前たちが結婚したら考えるさ」

「じゃあ留年できないな」

「優秀者二人が留年になったら、みんな研修を終えられないぜ？」

　笑い合っていたところに他の上官がやってきてお開きになった。







＊＊＊＊＊







　部屋に戻ると魔術を展開する。この作業がすっかり板についてきた。

「ザイフリート、これで任務は終わりということでいいんだよな？」

「おそらくはな」

　報告が終わったし、ベレンガルも次の任務についたと言っていた。明かせる内容も増えただろう。

「どこまでが守秘義務なんだ？」

「全てが全てではあるが……あの夜に君に触れたのは俺だ」

　ザイフリートの口から望んだ告白を聴けて、レオニーは安堵した。

「そうか……すまなかったな」

「どうして謝る？」

「あんなこと……したくはなかっただろう？　それまでもずっと、私に触れようとしなかったから。私に魅力がないか、君がそういうことを嫌悪しているのだろうと思っていた」

　レオニーが自嘲気味に告げると、ザイフリートはレオニーの細い肩に手を置いて首を横に振った。

「そんなわけがあるか！」

「口づけくらいしてくれてもよかったじゃないか」

「それは……俺だって完璧な人間じゃない。魔がさしてレオニーを傷つけたらいけないって言い聞かせてきたんだ」

「それで勉強をしていた、と？」

「あの時は薬が効いていたからだと思ったら、あの時と同等かそれ以上の快感を出せる技術が必要だろう？　うまくできなかったらと思ったら、不安だった」

　――ほんと、真面目だな……。

　レオニーは微笑んだ。

「私は君だからあんなになるんだと思う」

「そうか？」

　ザイフリートはまだ信じられないようだった。

「エーリカに襲われたときの嫌悪感と比べたら、どう考えてもザイフリートだからだとしか思えない。私はザイフリートが好きだ」

「レオニー……」

「口づけがしたいが、構わないだろうか？」

「レオニーからなら、同意を確認しなくても俺は構わない」

「そういうわけにはいかないだろう？　私はザイフリートと対等でありたいのだ」

「……じゃあ、そうしよう」

　笑い合って、見つめ合って。そうしてようやく二人は口づけた。







《終わり》







あとがき




　初めましての方もお久しぶりの方もこんにちは。ただふみです。本作品『雷撃令嬢と守りの魔術師〜研修は秘蜜の任務とともに〜』をご購入いただきありがとうございます。心より御礼申し上げます。




　今作はファンタジー世界が舞台です。魔術師としての研修生活中に陰謀めいたことが起こる物語になっております。うっかり事件に巻き込まれたレオニーとザイフリートの困難と恋愛模様をお楽しみください。

　今回のお話は幼い頃から婚約者として決められている相手との恋愛話になっています。親友でライバルでもある相手を異性として意識し始め、この人とずっと一緒に苦楽をともにしたいとお互いが確信に至るまでの物語です。

　ひょんなことから男女の恋愛というものを知ってしまったレオニーが、全然手を出そうともしないザイフリートにヤキモキするわけですが、彼だって大変なんだよ……な寸止め仕様です。レオニーを大切にしているザイフリートの言動にもご注目ください。

　あと、レオニーの兄、ベレンガル。いいですよね、優秀な兄。彼も裏で走り回っているはずなので、苦労を察していただけたら嬉しいです。本人、とても楽しそうですけど。




　最後に謝辞を。

　とても素敵なレオニーとザイフリートのイラストをご執筆いただきましたひなた水色みずいろ先生に心より深く感謝申し上げます。

　担当さま。今回もとてもとてもお世話になりました。スケジュール調整に感謝です。体調が安定せず申し訳ない。すぐに風邪をひく体力のなさは加齢ですかねえ。元気に活動したいものです。これからもどうぞよろしくお願い申し上げます。

　無事にこうして作品を配信できているのは、この書籍に携わってくださったたくさんの方々のおかげです。ありがとうございました。お世話になりました。

　そして、この書籍を購入してくださったあなたに最大の感謝を。ラブファンタジーとして楽しんでいただけますように！

　では、またどこかでご縁があることを祈って。




　二〇二四年二月吉日　

　ただふみ　拝
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